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セツトアップ方法から、本製品を使用するた 
めの基本的な操作方法を説明しています。 
また、本機に接続できるさまざまな周辺機器 
の説明をしています。 



サボー トに関しては 

令サボートのご案内 



カスタマー ID 登録■保証書のお申込書の方法 
や、修理依頼の方法などサボート内容につい 
て説明しています。 



おかしいな？思ったら 

令困つたときには 





本機をご使用中に何らかのトラフりレが生じた 
場合、トラブルの解決方法と、トラブルを予防 
する方法について説明しています。 


























はじめ 1 こ J 


このたびは、ソーテック WinBook WL シリーズをお買い上げいただき、 
まことにありがとうございます。 

このユーザーズガイドでは 、 WinBook WL シリーズのご使用にあたって 
注意していただきたいことや、基本的な使いかた、および、より有効に 
活用する方法を、4つのセクションに分けて説明しています。 

WinBook WL シリーズを正しくお使いいただくためにも、 

必ずこのユーザーズガイドをお読みください。 

読み終わった後は、いつでもご参照いただけるよろ、 

大切に保管してください。 

また、本製品をご使用になる前に、本書の2ページに 
ある「本製品を正しく安全にお使いいただくために」 

を必ずお読みください。本製品を正しく使用するた 
めに、知っておいていただきたい事項が記載されて 
います。 



はじめて Windows を起動したときは、[スタート]ボタンを選択して表示される「本製品をご購入の 
お客様へ」を必ずお読みください。 

この中には、 WinBook WL シリーズを使用される上で重要な情報が記述されています。 

特に、 Windows を再インス!-ールする場合は、「本製品をご購入のお客様へ」に書かれているとおり 
にドライバソフトなどのインスIルを行わないと、 WinBook WL シリーズの性能を充分に発揮で 
きないばかりか、一部の機能が動作しなくなる場合があります。 


A 本製品は、人命に関わる設備や機器(医療機器、原子力設備に関連する機器、航空宇宙機器、運輸 
設備に関連する機器など)や、高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの使用や組み込みを目 
注意的として設計されていません。 

これら設備や機器、制御システムなどに本製品を使用された場合、人身事故、財産損害などが生じ 
ても、当社はいかなる責任も負いかねます。 

















本製品を正しく安全にお使いいただくために 


この取扱説明書では、本製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになつています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷丨※ 1) 
を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害（※之）を負ラ可能 
性が想定される内容および、物的損害 （ ※ 3) のみの発生が想定される内容を 
示しています。 

※1重傷とは、入院や長期の通院を要する恐れのある怪我などを指します。 
n 傷害とは、入院や長期の通院を要しない怪我などを指します。 

X3 物的損害とは、本機の損害および、家屋•家財•ペットなどに関わる二次的な損害を指します。 


③ 


0記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な 
禁止内容が描かれています。左図の場合は「分解禁止」といラ意味です。 

•記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的 
な指示内容が描かれています。左図の場合は「電源プラグをコンセントから抜 
いてください」といラ意味です。 




(§) 

水場使用禁止 


>洗い場、風呂場では使用し 
ないでください。火災■感 
電の原因となります。 


K 寸属の AC アダプタ以外は 
使用しないでください。 

火災■感電の原因となります。 


③ 


分解禁止 


電源プラグを 
抜く 


►絶対に分解したり修理■改 
造をしないでください。 

火災や感電の原因となります。 
また、無償修理の対象外と 
なります。 

> AC アダプタから何かこげる 
ような匂いがしたり、表面が 
かなり熱いときは直ちに電 
源プラグを抜いてください。 
そのままご使用になると火災 ■ 
感電の原因となります。 


>電源が100〜 240 V の範 
囲内であることを確認して 
使用してください。 

1〇〇〜 240 V を超える電 
源を使用すると火災 ■ 感電 
の原因となります。 


.長時間使用する場合は、 
本体の底部が発熱しますの 
で、膝の上に置いて使用し 
ないでください。 

(発熱することは異常では 
ありません。） 
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電源プラグを 
抜く 


注意 


_電源プラグを抜くときは 
ケーブルを持たず、必ずプ 
ラグ部分を持って抜いてく 
ださい。 

故障の原因となります。 


電源プラグを 
抜く 


H 吏用時以外は電源プラグ 
をコンセントから抜いてく 
ださい. 

漏電 ■ 火災の原因となり 
ます。 



振動 ■ 衝撃を 
与えない 


>振動や衝撃の加わる場所 
には設置しないでください。 
また、重い物をのせないで 
ください。 ( 

故障による火災 ■ 感電の原 
因となります。 


B 


.熱の発生源の近く、直射日 
光のあたるところ、腐食性 
ガスのある環境、ほこりの 
多いところ、使用周囲温度 
(1 〇〜 35° C )/ 使用周囲湿 
度 (20 〜80%ただし結露 
しないこと）を超える範囲 
では使用■保存しないでく 
ださい。故障の原因となり 
ます。 



異物を挟んで 
閉じない 


げ'イスプレイを閉じるときは、 
キーボードとの間にボール 
ペンなどの異物がないかど 
ラかご確認くださし、。異物 
を挟んだまま、デイスプレイ 
を閉じますと、デイスプレイ 
を破損する恐れがあります。 


>本体を持ち運ぶときは、デ 
イスプレイを閉じてください。 
デイスプレイを持ってぶら 
さげた状態で持ち運ぶと、 
デイスプレイに強い力が加 
わり、破損する恐れがあり 
ます。 


>電源ケーブルの上にもの 
をのせないでください。 
電源ケーブルが痛むと漏電- 
火災の原因となります。 


>タッチパッドの表面をペン 
先などの尖ったもので触 
れたり、表面シートをはが 
したりしないでください。 
故障の原因となります。 


>タッチパッドは軽く触れる 
だけで動作します。必要以 
上に力を入れたり無理な 
姿勢で操作すると、指や手 
首を痛める原因となります。 


.雷が近いときは、すみやか 
に電源を OFF にし、電源ケ 
—ブルをコンセントから抜 
いてください。 

また、モジュラーケーブル 
や LAN ケーブルなど、接続 
されているケーブル類も 
抜いてください。 

故障する可能性があります。 



警告 


.付属のバッテリ以外は使 
用しないでください。 

また、付属のバッテリを 
本製品以外に使用しない 
でください。発熱 ■ 発火- 
破裂の原因になります。 



>バツテリを火の中に入れ 
ないでください。破裂の恐 
れがあります。 


火の中に 
入れない 



.ハ'ツテリに強い衝撃を与 
えたりしないでください。 
故障の原因となります。 


衝撃を 

与えない 


>バッテリから液が漏れて、 
液が目に入ったときは、 
障害を起こす恐れがある 
ので、きれいな水で洗っ 
た後、直ちに医師の治療 
を受けてください。 




分解禁止 


>バッテリ充電時に、所定 
の充電時間を超えても充 
電が完了しない場合は、 
充電をやめてください。 
そのまま充電を続けると、 
発熱、発火、破裂の恐れ 
があります。 

>ハ'ッテリは、危険を防止 
するための保護装置が組 
み込まれています。分解- 
改造などしないでください。 
保護装置が壊れ、発熱- 
発火 ■ 破裂の恐れがあり 
ます。 


>バッテリが漏液したり、 
異臭がするときは、すぐ 
に火気より遠ざけてくだ 
さい。漏れた液に引火して、 
発火 ■ 破裂の恐れがあり 
ます。 



注意 


►バッテリから漏れた液が皮 
膚や衣服に付着した場合、 
皮膚がかぶれる恐れがある 
ので、すぐにきれいな水で 
洗ってください。 



加熱 ■ 分解 ■ 
シヨー トしない 


>ハ'ツテリは火中に投じたり、 
加熱 ■ 分解 ■ シヨート（十 
と一の端子を針金などで接 
続させること）はしないで 
ください。ケガの原因とな 
ります。 






本製品を正しく安全にお使いいただくために 





注意 


バッテリを、水や海水など 
につけて、濡らさないでく 
ださし、。バッテリの破損や 
性能 ■ 寿命を低下させる原 
因となります。 

バッテリを使う前に、サビ- 
異臭•発熱■その他異常と思 
われるときは、使用しない 
でください。 S 〇 TEC テクニ 
カルサポートセンタにお問 
い合わせください。 


>バツテリを小児が使う場合 
保護者が取扱説明書の内 
容を教えてください。また、 
使用途中でも、取扱説明書 
のとおり使用しているかご 
確認ください。 

、)マツテリは乳幼児の手の届 
かない所へ保管してください 


么取り扱い上の注意 



たたいたり 
引つかいたりしない 



液晶デイスプレイは先の 
尖つたものでたたいたり、 
引つかいたりしないでく 
ださい。 

破損する恐れがあります。 


本体外装の汚れは、清潔 
でやわらかい乾いた布を使 
い、から拭きしてくださし、。 



動作中に 
移動させない 


•ハードディスクが動作中の 
ときは移動させないでくだ 
さい。 

故障の原因となります。 

•本製品の付属物は大切に 
保存してください。 

•ハードディスクに保存した 
データな どは定期的に バツ 
クアップをお取りください。 


-カラー液晶ディスプレイおよび バッ テリは消耗品です。 

-カラー液晶ディスプレイは非点灯、常時点灯などの画素が存在することがありますが故障で 
はありません。 

-カラー液晶ディスプレイは表示内容によっては明るさのむらが発生することがありますが故 
障ではありません。 

■使用周囲温度が低いとき、また本製品自体が冷えきっているときは、電源を〇 N にしてもデ 
ィスプレイのバックライトが「点灯しない」、「点滅する」、「暗い」などの症状がでます。 
この場合は、一度本体の電源を〇 FF にし、しばらく常温 （10 〜 35° C ) の環境に放置した後、 
お使いください。 





法規について 


ノ 




レーザ安全基準について 

この装置には、レーザに関する安全基準 (」 IS _ C -6802) クラス1適合の光ディスクドライブが搭載されています。 


PC グリーンラベル制度について 




本製品は、社団法人電子情報技術産業協会(」日 TA ) により策定された PC グリーンラベル制度」に合 
格致しました。 


PC グリーンラベル制度」とは、お客様が環境に配慮したパソコンをご購入になる際、商品選択を容 
易にするために、基準をクリアしたパソコンに 「 PC グリーンラベルロゴマーク」を表示する制度で、以 
下の3つのコンセプトから構成されています。 


-環境(含 3 RX 1 ) に配慮した設計■製造がなされている。 

■使用済み後も、引取り■リユース/リサイクル■適正処理がなされている 
■環境に関する適切な情報開示がなされている 


XI: 3R= リデュース （Reduce) 、リユース （Reuse) 、リサイクル (Recycle) 


グリーン購入ネットワーク ( GPN ) について 

本製品はグリーン購入ネットワーク ( GPN ) に適合しています。 

GPNk 。，)’ 


輸出および海外でのご使用に関する注意事項 

本製品の輸出(個人による携行を含む)については、外国為替および外国貿易法に基づいて経済産業省の許可 
が必要になる場合があります。 

必要な許可を取得せずに本製品を輸出すると、同法により罰せられます。 

輸出の許可の要否につしヽては、ご購入頂しヽた販売店、または当社営業拠点にお問しヽ合わせください。 


= n この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( vcci ) の基準に基づくクラス b 情報処理装 
吻1 置です。 

この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正し 
く取り扱いをしてください。 











法規について 




国際 エネルギースター プログラムについて 

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が 
国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしている 
と判断します。 

国際 エネルギー スタープログラムは、コンピュータをはじめとした、 

オフイス機器の省エネルギー化推進のための国際的なプログラムです。 

このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を 
目的としたもので、事業者の自主判断により参加することができる任意制度となっています。対象と 
なる製品はコンピュータ、デイスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、複写機、スキヤナ、複合機の才 
フィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ)は参加各国の間で統一されています。 


瞬時電圧低下について 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低 
下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会(旧」 EIDA ) のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドライン 
に基づく表示） 


高調波電流規制について 

この装置は、高調波ガイドライン適合品です。 
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ページの構成 


大見出し 


この項目の概要 




ロクオン/ロクオフする / 

本製品を複数の人間で利用するとき、ログオン/ログオフ作業が必要です。 
ログオンすることで、各自の使用環境を切り分けて本製品を使えます。 


Windows 起動時にログオンするユーザを選択することで、対応する使用環境を割り当てます。 

ノ\°ソコンの電源を ON にします0 


中見出し 


IMrr—. 


しばらくするとユーザの選択画面が表示されま 


□ ログオンするユーザを選択します。 

パスワードが設定されている場合は、パスワー 
ドを入力します。 ••• 


き 


パスワードが拒否された場合は、大文字と 
小文字を間違って入力していないか再度ご 
確認ください。 Windows XP では、 Tarou 
と tarou は違ラ文字列として判別されます。 



しばらくすると、 Windows XP のデスクトツプ 
画面が表示されます。 


聲 


ベスワードを設定する場合、入力したパス1 
ワードはメモをとるなどして、忘れないよ 
5にしてください。 J 


※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご購入いただいたハ°ソコンによって異なります。 


29 


インデックス 

'各章ごとに区切られています。 


操作手順 
アイコン 


篸 


補足的な説明や、知っておく 
と便利なポイントです。 


このページは、構成の説明用に作成したもので、実際の 
ページとは異なります。 


操作してはいけないこと、ま 
たは操作するときに注意する 
ポイントです。 


A 特に注意していただきたいこ 
とです。説明を守らないと、 
注意 本機の破損や怪我をする可能 
性があります。 


参 >_>参照していただきたい別冊の 
マニュアルやオンラインヘル 
プを紹介しています。 


@参照ページ 

その単語の詳細が別ページに紹介、また 
は説明されています。本文とあわせてご 
参照ください。 
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マニュアルの読みかた 



このユーザーズガイドは、お客様のレベルや使いかたに応じて、大きく4つのセクションに分け 
て説明しています。 


本製品の接続方法と、セットアップから電源の〇 N 、 

〇 FF までを説明しています。 セットアップをはじめよラ 

タッチパッドや CD - ROM ドライブなど、 WinB 〇〇 k が標 
準で持っている機能について、基本的な使いかたおよ 

び注意事項を説明しています。 ご使用になる前に 

AV 機器や USB 機器など、 WinBook に接続できる周辺 
機器の紹介と、接続の方法や注意事項について説明し 

ています。 周辺機器を使いこなす 

WinBook の内部プログラム ( BIOS ) の操作方法と、そ 
の機能について説明しています。また、索引を掲載し 

ています。必要に応じてご参照ください。 ^ 


WinBook を使うのは初めて、という方は、 「 STEP 1 セットアップをはじめよう」をまずお読みくだ 
さい。接続方法からセットアップ、本機の電源の入れかたなど、基本的な使いかたを説明してい 
ます。また、タッチパッドや CD - R 〇 M ドライブなど、 WinBook に標準で付属している機能を使用 
する場合は、 「 STEP 2 ご使用になる前に」をお読みください。 

USB 対応のスキヤナを使いたい、メモリを増設したいなど、本製品をより有効に活用したいとき 
は、 「 STEP 3 周辺機器を使いこなす」をお読みください。 

使っているときに動作がおかしくなったり、何らかのトラブルが発生した場合は、別冊の「困っ 
たときには…」をお読みください。トラブルを解決する手助けとなるでしよう。 
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マニユアノ K 30 表記について 


J 


操作の表記ルール 



次々とメニューを選択していく動作を本書では 
「―」を使って省略している箇所があります。 
例えば、左画面のように、スタートボタンから 
「ペイント」のプログラムまでを選択する動作を、 

[スタート]ボタン-►[すべてのプログラム] — [ア 
クセサリ]—[ペイント] 

と表記しています。 



※製品によりキーボードの形状は異なることがあり 


ます。 


何かのキーを押しながら、他のキーを押す動作 
を本書では「十」を使って省略しています。 
例えば、左図のように、 Shift キーを押しながら、 
Delete キーを押す動作を、 

Shift 丨 + IDelete 

と表記しています。 


また、キーボード上の絵は、次のよラに簡略化 
して表記しています。 


❹キ _ 表記とキ _ ボ _ ドの対応表 


本書の表記 

実際のキー 

Ssc] 



□0L :; 

fctN] 


1 Shift] 

^ Shift | | 


0 

[space i 

ll 

(Enteral) 

c 


本書の表記 

実際のキー 

[Backspace] 


[insert 1 


[Delete] 


〔Home i 

■日 

[End] 


0000 


(PageUp ) 

■園 


本書の表記 

実際のキー 

[PageDown] 

圓 B 議 

问回 … 

HB 


Q 

[ 半角/全角 1 

H 

(NumLk ] 


@ 

a 

圆 

0 
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マニュアルの表記について 



〇 Windows XP Home Edition の画面で説明しています。 

Windows XP には、 Windows XP Professional と Windows XP Home Edition の2種類のバージヨン 
があります。本書では、 Windows XP Home Edition の画面で説明しています。 

O Windows XP または Windows と省略して表記しています。 

本書では、 Microsoft Windows XP Professional 日本語版および Microsoft Windows XP Home 
Edition 日本語版を、 Windows XP または Windows と省略して表記しています。 


モデル名の表記ルール 


本製品に付属の製品仕様書から、マニュアルで表記しているモデル名をご確認ください。 

籲光ディスクドライブの区別による表記 #0 S の区別による表記 


CD - ROM ドライブモデル 


CD - ROM の読み込みのみできるドライブを搭載し 
ているモデル 


CD - R / RW ドライブモデル 


CD - ROM の読み込みと、 CD - R / RW メディアへの 
書き込みができるドライブを搭載しているモデル 


コンビネーシヨンドライブモデル 


CD - ROM 、 DVD - R 〇 M の読み込みと、 CD - R/RW 
メディアへの書き込みができるドライブを搭載し 
ているモデル 

※本書では光ディスクドライブを総称して CD - 
ROM ドライブと表記しています。 


XP Home モデル 


Windows XP Home Edition をインストールしてる 
モデル 


XP Pro モデル 


Windows XP Professional をインストールしてい 
るモデル 




本書中の画面■イラストはモデル、ご使 
用の環境により実際のものと異なる場合 
がございます。 

記載しておりますホームページの内容や 
アドレス、お問い合わせ番号は、本書制 
作時点のものであり、変更する場合がご 
ざいます。 


Windows XP の表記ルール 


〇カテゴリ表示モードの画面で説明しています。 

Windows 入口には、カテゴリ表示モードと呼ばれる通常の表示方法と、 Windows 2 〇〇〇など従来の 
表示イメージにあわせたクラシック表示モードと呼ばれる表示方法があります。本書では、カテ 
ゴリ表示モードの画面で説明しています。 



作業する分野を選びます 

患^现卜，ブ (D 転とテ-マ 2^ブリン 

寶 ネ，トヮ -5 とィン•ネ， MMS ミ忍ュ'•ザ-7*〇>卜 

ブロ9ラムの追加と削篇 ^ 日付、時刻、地域と言軸オブシ心 

ンド、音声4よ〇オイ4デパ^ユイシ亡 
咖-ぬ;ナンス 


T - 勤| •! 

邊7 5 | #1 

M ^ f 

zi 

ぶ iM 2 

, 警 
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step! 


セツトアップ 


じめ 


本製品の接続方法と、セットアップから電源の ON 、 OFF までを説明しています。 
これから本製品を使うための準備をします。必ずお読みください。 


1置き場所を決める . 16 

2接続する . 18 

3セットアップをはじめる . 19 

セットアップの準備をする . 19 

使用許諾契約書に同意する . 22 

本機を設定する . 22 

ユーザー名を登録する . 24 

セツトアップを完了する . 25 


7 ログオン/ログオフする . 29 

ログオンする . 29 

ログオフする . 30 

ユーザーの 切り替え . 31 


4電源を切る . 

52回目以降に電源を入れたときは 
6電源を切らずに再起動する••… 


26 

27 

28 




















置き場所を決める 

WinBook が手元に届いたら、まず、設置場所を決めてください。 


パソコンの後ろは、棑気口から熱が棑出できる 
よう、 15 cm 以上開けてください。 

バソコンの前は、キーボードやタッチバッドが 
操作しやすいよろにゆとりをもつてください。 


電話回線を利用してイ 
ンターネツトを利用す 
る場合は、「カチツ J と音 
がするまで、モジュラー 
ケーブルのプラグを 
FAX / モデムポートに差 
し込んでください。 



電話回線を使用して 
インターネットを利 
用する場合は、電話 
回線コンセントが近 
くにある場所を選ん 
でください。 


〇置いてはいけない場所 


^不安定な場所、物がぶつ 

かりそろな場所。 



ir - 





lx 
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置き場所を決める 


〇デイスプレイの角度調整について 

デイスプレイは、見やすい角度に調整できます。 



◎管理について 

本体および電源ケーブルの上に重いものをの 
せたり、通風孔を塞いだりしないでくださし、。 



〇正しい姿勢について 

次のように正しい姿勢で、パソコンの前に座 
つてください。 




セットアップをはじめよラ 
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接続する 

必要な機器を接続しましよう。 

スキヤナやプリンタなど、すでに周辺機器をお持ちの場合でも 、 Windows XP 
セツトアップが終了するまでは接続しないでください。 


r 

1バッテリバックを取り付けます。 

ディスプレイカバーを閉じ、本体を 
裏返して、静かに置きます。 









ハ'ツテリハ°ツクを矢印の方向に動か 
しながら取り付けます。 


バツテリパック 
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セットアップをはじめる 

バソコンに自分の名前などを登録して、バソコンを使える状態にする作業のこ 
とを、「セットアップ」といいます。セットアップが終わると、さまざまなソフ 
卜が使えるようになります。 




a \ セットアップはあわてずに！ 

セットアップ作業中の画面の切り換えには、少し時間がかかることがあります。 

これは、パソコン内部でいろいろな設定が処理されているためです。「しばらくお待ちください」と 
いったメッセージが表示されたり、マウスカーソル(マウスポインタ)の矢印が1 ( 砂時計)になって 
いるときは、キーボードのキーを押したり、タッチパッドのボタンを何度も押さないでください。 




ットアップの準備をする 



□ 手前のデイスプレイカバーラッチを右へスライ 
ドして(①)、見やすい角度までデイスプレイカ 
バーを開きます(②)〇 


B 


電源スイッチを押します。 

パソコンの電源を ON にしてから、しばらくの間 
は、画面の表示がいろいろ変化します。手順3 
の画面が表示されるまで、お待ちください。 



セットアップをはじめよラ 
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鑠 


操作の途中で電源を切らない！ 

セットアップ作業には、少し時間がかかり 
ます。 

セットアップの作業中は、絶対にパソコン 
の電源を切らないでください。セットアッ 
プが終わる前に電源を切ると、故障の原因 
になります。 



□ [次へ]ボタンにタッチバッドの矢印を合わせて、 
左クリックします。 




分からないことがあつたら ■■■ 

Windows XP のセットアップの途中で分から 
ないことがあれば、ヘルプで調べることがで 
きます。@をクリックするかキーを押す 
とヘルプを参照できます。 
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セツトアップをはじめる 



ここではタッチパッドを一度も使ったことがない方を対象として、次の手順に入る 
前に、タッチパッドの名前と機能を簡単に説明します。 

タッチパッド 

タッチパッドの上を、矢印を移動させたい方 
向にあわせて、指でなぞります。 

右ボタン 

右クリックするときに1回押します。 

マウスの右ボタンと同じ働きをします。 

スクロール ボタン 

画面を上下スクロールするときに、このスク 
ロールボタンを押します。 

セットアップでは、 スクロール ボタンは使用 
しません。 

左ボタン 

左クリックするときに1回押します。 

マウスの左ボタンと同じ働きをします。 


クリック 

画面の文字やアイコンなどにタッチパッドの矢印 
を合わせ、ボタンを1回押す操作を「クリック」と 
いいます。 

クリックは、 Windows を操作するときの最も基本 
的な動作です。 


ダブルクリック 

画面の文字やアイコンなどにタッチパッドの矢印 
を合わせ、タッチパッドのボタンを素早く 2回押す 
操作を「ダブルクリック」といいます。セットア 
ップ終了後、アプリケーションを起動するときな 
どに使います。 






セットアップをはじめよラ 
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使用許諾契約書に同意する 


使用許諾契約書に同意します。 

同意しないと 、 Windows XP を使用することができません。 



使用許諾契約書を確認します。 

同意したら、[同意します]の r を左クリックし 
て、 cr に変えます。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


本機を設定する 


コンピュータに名前をつけます。ここでは例として 、 「S 〇 TEC - PC 」 と入力します。 



D 


□ 


キーボードから、回日®回の順に 
キーを押します。 


Esc III F 7 |fF 2 ill F3 ¥f4 |f5 ||J F 6 lfP7 |||| F8 

I— J|n2 JIehii 1 レ | し 1 /〇里か j|o ▲里 

"llf^ |P^""I NumLk || ScrLk .| Pause Insert ^Delete | 

Jll 1 1 麗 Break gPrtScr 麗 SysRq 

EfODJICIGEtil 

s ゅ ~if~ iin ir^dTi 

\\[8 ゅ川 9 ょ j|0 ゎ ■- 1 禮 a へ量 ¥ |Space J 

[jab 1[Q 1/1/ | E し、 | R T Y U 

2* 1 ^ すこ _r) す _ 力、 h 

4 I s 0 B p _ | 、 | ド「卜 ter 1 

J Ud U ぐ 

Caps A s 1 D F G H 

英数 ちとし = はきく 

」 LJ U|LdUU|LJ| 

A Z D X C V B N 

(t Shift 

つ さそ ひこ 

M° く'〉 ■ 。ハ •— 1 Shift 

み も，ね ■る/め \ ろ PgUp む 

Fn Ctrl Sg Alt 無変換 

S* ^ B CW ^ * 一 1 

□-マ字 Home PgDn End 


任意でコンピュータの説明を入力します。省略 
してもかまいません。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


XP Pro モデルの方は . Q へ進む 

XP Home モデルの方は . へ進む 
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セットアップをはじめる 




□ 

B 


「管理者パスワード」の欄に、任意でパスワード 
を入力します。 

「パスワードの確認入力」の欄に「管理者パスワー 
ド j と同じパスワードを入力します。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


馨 


管理者パスワードとは 

「管理者パスワード」とは、 


本機の設定を管 


理する人のためのパスワードです。ここで 
設定したパスワードは絶対忘れないように 
してください。パスワードを忘れてしまう 
と Windows XP の再インストール（リカバ 
リー)が必要になります。 



「いいえ、このコンピュータをドメインのメンノ\ 
にしません」にチェックを入れます。 


ドメインの設定は、セツトアップ終了後に 
行うことをお勧めします。 


[次へ]ボタンを左クリックします。 


** Windows xp SOTEC 

インターネットに接続する方法を指定してくだざ 〇〇〇< 

こ®コンビュ-摊イントネ州灘する方法には)欠のオプションが繼す。使うデバイス诚択してく m 、 ： w 

O 

0電話モ丁ム ( M : 1 ^ 

£獅賴回線を使ってインターネットにアクセスします。インタ-ネットへの格続用に別の電話回線を用意しない限り、夕-ネットへの接続中 
は職奄使ぅことはで.きません。 〇 

• DSL (デジ勿レ加入者回線〉また ( J ケづルモデム ◎ ハ 

イン$—ネット®格続中も電話を使うことがで•きま寸。ケーブルモデムは格続にケーブルテレビネットワークを使 U 接続 1 ♦ Jb テレビ視 SCfc がで 
きます。これ 60 D ォブションは-肢的に艇抒ムより®^•す。 ハ 

• LAN (□-カルエリアネタトワーク)© ^ 

LAN は家庭やオフィスなどの限られた空間内で接続されているコンピュータ削イスの切トブで.す。 LAN では、ネット上のほかの]ンビュ- 
拇経由してイントネットに接続で•きます 〇 。 


□ 


[省略]ボタンを左クリックします。 



_インターネットへの接続設定は、セッ 
アップ終了後に行うことをお勧めします。 



セットアップをはじめよラ 
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ここでは、「いいえ、今回はユーザー登錄しません J 
にチェックを入れます。 


オンラインでのユーザー登録は、事前にイン 
ターネット接続を設定する必要があります。 
また、ユーザー登録は、セツトアップ後で 
も行えます。 


[次へ]ボタンを左クリックします。 




ここでオンライン登録する必要はありません 

オンライン登録は、セットアップ終了後に行うことをお勧 
めします。このマニュアルでは、オンライン登録するため 
の、インターネットの設定方法を説明していません。左の 
ような画面が表示されてしまった場合は、[戻る]ボタンを 
左クリックして1つ前の画面に戻ってください。 


_ーザー名を登録する 


本機を使用するユーザーのユーザー名を入力します。 



D 


各 ユーザー 名を任意で入力します。 




ユーザー名は最低1つ以上入力してくだ 
さし、0 

複数のユーザーで使用する場合、ユーザー 
名が同じにならないよろにしてください。 



セットアップ終了後でも、「コントロールパ 
ネル」の「ユーザーアカウント」からユーザー 
を追加することができます。 




[次へ]ボタンを左クリックします。 
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セットアップをはじめる 



I 篇 

いよいよセットアップの完了です。 


ットアップを完了する 



D 


[完了]ボタンを左クリックします。 

クリックした後、本機は自動的に再起動します。 




再起動中は、画面の表示がいろいろ変化し 
ますが、パソコンの異常ではありません。 
絶対に電源を切らないでください。 



再起動が終了して、左の画面が出てきたら、セッ 
トアップは完了です。いよいよインターネット、 
メール、オーデイオ、ゲームな どが使えるように 
なります。 


※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご 
購入しヽただいたバソコンによって異なります。 



セットアップをはじめよラ 
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電源を切る 

セットアップが終了したら、電源を〇 FF にしましよう。 


扑 》 Windows Media Player 

[3^ コント □ー ルバネル® 

Windows ム ー ピー メーカー 

©) ヘルブとサボ，〉 

Windows XP ツア - 

〆 検索迄） 

フ W ルと設定の Si 送0ィザ-ド 

〇ファイル名を指$して im ®... 


〔！ |本製品をご瞄入のぉ客様へ 


D 


[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 


すべて®ブ D9 ラム (£> > 


暑 


いきなり電源スイッチを押して電源を〇 FF 
にする動作を繰り返すと 、 Windows XP の 
システムが壊れて 、 Windows XP の再イン 
ス I -ールが必要になることがあります。電 
源を〇 FF にするときは正しい手順で操作し 
てください。 


【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



□ 


[電源を切る]をクリックします。 


^ [スタンバイ]の使いかたについては、62〃 


66ページをご参照ください。 



キ _ ボ _ ドを使って Windows を終了するには 

画キーを押し、 ® キーで[終了オプション] 
を選択します。【コンピュータの電源を切る】 
ダイアログが表示されたら、再度©キーを 


押します。 


自動的に本体の電源が〇 FF になります。 


|~|必要に応じて周辺機器の電源を OFF にします。 
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2 回 g 以障に電源を入れたときは 

Windows XP セットアップが終了すれば、次に電源を〇 N にしたとき、そのまま 
Windows XP のデスクトツプ画面が表示されます。 


電源スイッチ 





※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は 、 C 
購入しヽただいたパソコンによって異なります。 


D 


電源スイッチを押します。 




しばらくすると 、 Windows XP のデスクトツプ 
画面が表示されます。 


リカバリ CD - ROM を CD - ROM ドライブに入 
4 れたままパソコンの電源を ON にすると、リ 
カバリの開始画面が表示されてしまいます。 
その場合、画面の指示に従い、再インスト 
ールを中断した後、リカハ'リ CD - ROM を取 
り出してから再起動してください。 



セットアップをはじめよラ 
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電源を切らずに再起動する 

デバイスドライバのインス I ルが終了した後や、 Windows の動作が不安定(画 
面が乱れたり、画面が動かない)になったときは、次の手順で、 Windows を再起 
動させます。 



[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 

【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



[再起動]をクリックします。 


アプリケーションソフトの操作中に、マウ 
’ /スカーソルが動かなくなってしまったとき 

など、操作が続けられないときは、@ + 
@ + [^)キーを同時に押すことで、特定 
のアプリケーションソフトを終了させるこ 
とができます。別冊の「困ったときに 
は…」） 
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ロクオン/ロクオフする 

本製品を複数の人間で利用するとき、ログオン/ログオフ作業が必要です。 
ログオンすることで、各自の使用環境を切り分けて本製品を使えます。 


节グオンする 


Windows 起動時にログオンするユーザを選択することで、対応する使用環境を割り当てます。 






※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご 
購入しヽただいたバソコンによって異なります。 


D 


バソコンの電源を ON にします。 

しばらくするとユーザの選択画面が表示されま 
す。 

□ ログオンするユーザを選択します。 

パスワードが設定されている場合は、パスワー 
ドを入力します。 




^パスワードが拒否された場合は、大文字と 
小文字を間違って入力していないか再度ご 
確認ください 。 Windows XP では 、 Tarou 
と tarou は違ラ文字列として判別されます。 


しばらくすると 、 Windows XP のデスクトツプ 
画面が表示されます。 




パスワードを設定する場合、入力したパス 
ワードはメモをとるなどして、忘れないよ 
ラにしてください。 



セットアップをはじめよラ 
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ログオフする 


本製品起動時にログオンしたユーザを、ログオフします。 

ログオフすることで、今まで使用していたユーザに割り当てられていた使用環境が無効になります C 



Windows のロゲオフ 




□ 


[ログオフ]を選択します。 

現在選択されてし ヽる ユーザがログオフされます。 
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■ザーの切り替え 


「ログオフ/ログオン」機能では、ユーザが本機にログインする前に、それまで使用していたユーザ 
がログオフしなければなりませんでした。 

それに対して、「ユーザーの切り替え」機能は、同時に複数のユーザーが本機にログオンできます。 
ユーザを切り替えることで、複数のユーザがログインしていても使用環境を使い分けることがで 
きます。 





[ユーザーの切り替え]ボタンをクリックします。 

今まで使用していたユーザーアカウントが 


Windows XP よりログオフされ、ログオン画面 


が表示されます。 




新しく使用するユーザーアカウントを選択しま 
す0 

新たなユーザーアカウントで Windows XP に口 
グオンしました。 

以上でユーザーの切り替えは終了です。 
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各部の名前と機能を確認する 

本体各部の名前とその機能について説明しています。なお、別のページで詳し 
く説明されている部分もありますので、参照ページも合わせてお読みください。 



デイスプレイカバーを開けるときは、手前の 
デイスプレイカバーラッチを右へスライドし 
て(①)、ロックを解除し、見やすい角度まで 
開きます(②)。 


デイスプレイカバーを閉じるときは、デイス 
プレイカバーから「カチッ」と音がするまで手 
前に倒して、デイスプレイカバーラッチが 
ロックするようにします。 


©ステータス LED 
❿内蔵マイク—— 
❻ステレオスピーカ 



❶デイスプレイカバーラッチ 
❷デイスプレイ 
©電源スイッチ （（!）） 

❹キーボード 
©タッチパッド 
❻ステレオスピーカ 
❼タッチパッドボタン 
❽スクロールボタン 



❾ポリュー厶 
4) マイク端子 （ /、) 
❿へッドホン端子 
©クイックスタートボタン 
❿クイックスタートボタンロックスイッチ 
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各部の名前と機能を確認する 


❶デイスプレイカバーラッチ 

右へスライドさせてディスプレイのロックを解 
除します。ディスプレイを閉じるときは、ディ 
スプレイカバーラッチが本体にロックされるよ 
うにします。 

❷ディスプレイ 

文字やグラフィックが表示されます。 

省電力機能(隊62〜66ページ)によりバソコ 
ンが動作していなければ、自動的にディスプレ 
イの表示が消えるように設定できます。 

❸電源スイッチ（〇) 

本体の電源を ON します。 ( C ^ 27ページ） 

また、電源スイッチを押したときに、省電力機 
能(瞭62〜66ページ)で設定した動作を実行 
させることができます。 


A HDD LED 、 CD-ROM LED /) S 点火丁して 
ZlA いるときに、パソコンの電源を〇 FF にし 
注意たり、リセットしたりしないでくださし、。 
ドライブが故障したり、データが壊れた 
りする恐れがあります。 

また、電源を〇 FF にした後、再度電源を 
〇 N にするときは、5秒以上待ってから 
操作してください。 


〇キーボード 

キーを押して文字を入力したり、コマンド(命 
令)を送ったりします。（@46〜5〇ページ） 

❺タッチパッド 

指を軽くのせて動かすと、ディスプレイ上のマ 
ウスポインタが移動します。 

赋44〜45ページ） 

❻ ステレオスピーカ 

Windows のシステム音や、マルチメディアを使 
用したときの音声が、ステレオで出力されます。 
( C ^ 56〜57ページ） 

❼タッチハ°ッドボタン 

それぞれ、マウスの右ボタン、左ボタンに対応 
しています。（@44〜45ページ） 


❽ スクロール ボタン 

ウインドウのスクロールに使用します。 

( C ^ 45ページ） 

❾ボリューム 

内蔵スピーカから出力される音量を調整しま 
す。 （@57 ページ） 

❿マイク端子（/^ ) 

外部オーデイオ機器を接続し、音声をパソコン 
に取り込みます。（瞭75ページ） 

❿へッドホン端子 

市販のへッドホンを接続します。 

音声はステレオで出力されます。 

( C ^ 74ページ） 

© クイック スタート ボタン 

E メールの受信、ホームページへのアクセスな 
どがワンタッチでできるボタンです。 

(瞭48ページ） 

❿クイックスタートボタンロックスイッチ 

ロックに合わせると、クイックスタートボタン 
が機能しなくなります。（瞭48ページ） 

❿内蔵マイク 

音声を本機に取り込みます。 

© ステータス LED 

バソコンの動作状態が表示されます。 

(隊39ページ） 
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左側面 


❶ケンジン ト ンロツク キーホール 



© DC 入力端子 


❶ケンジントンロックキーホール 

盗難防止用のロックに使用するための、取り付 
け穴です。 

❷通風孔 

パソコン内部の熱を冷却する風を通します。壁 
などで塞がないでください。 

❸ DC 入力端子 

付属の AC アダプタを接続します。 

( C 穿18ページ） 

A ■ 付属の AC アダプタ以外は絶対に使用 
/•\ しないでください。火災 ■ 感電の恐れ 
注意 があります。 

■ AC アダプタの上に物をのせたり、く 
るんだりしないでください。 AC アダ 
プタが発熱し、火災を起こす恐れがあ 
ります。 

❹アナログ CRT ポート （ ILJ ) 

外部デイスプレイを接続します。 

(11^90 ページ） 


❺ LAN ポート 

1 0 BASE - T /1 〇〇 BASE-TX 接続対応の LAN ポート 
です。 

A 本機の LAN ポートに接続できるケーブル 
/'\は1〇 BASE - T /1〇〇 BASE - TX 規格のイー 
注意 サネットケーブルのみです。それ以外の 
規格のケーブルは使用しないでくださ 
し、。特に ISDN ケーブル ■ モジュラーケ 
—ブルは、絶対に LAN ポートへ接続しな 
いでください。故障の原因となります。 

❻ PC カードスロット 

PC Card Standard 準拠の PC 力ードを差し込みま 
す。 （瞭 83ページ） 

❼ PC カードイジェクトボタン 

差し込んだ PC カードを取り出します。 

(瞭 85ページ） 
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各部の名前と機能を確認する 



❺ FAX / モデムポート 
© CD - ROM ドライブ強制排出孔 

© CD イジェクトボタン 
❷ CD - ROM ドライブ 


❶ USB ポート （ 


❶ USB ポート 石_ 

USB 対応の周辺機器を接続します。 USB 2.0 規格 
準拠の周辺機器も使用できますが、転送速度な 
どは USB 1.1 規格 ( Full - Speed ) にもとづきます。 
( c ^ 76〜81ページ) 


❹ CD - ROM ドライブ強制排出孔 

CD イジェクトボタンを押しても CD - ROM ドライ 
ブが出てこない場合、針金などを押し込むと、 
CD - ROM ドライブを強制的に排出させることが 
できます。（@54ページ） 


❷ CD - ROM ドライブ 

( CD - ROM ドライブモデルの場合） 

CD - R / RW ドライブ 

( CD - R / RW ドライブモデルの場合） 
コンビネーションドライブ 

(コンビネーションドライブモデ)レの場合） 
CD - ROM 、 CD - R / RW 、 DVD - ROM , または 
DVD - R / RW ディスクを挿入します。使用できる 
メディアはモデルによって異なります。 

( C ^ 53〜55ページ） 

❸ CD イジェクトボタン 

CD - ROM ドライブに CD - R 〇 M ディスクを挿入す 
るとき、または取り出すときに押すボタンです。 


A CD - ROM ドライブが正常に動作してい 
ZlA る場合は使用しないでください。頻繁に 
注意使用すると故障の原因となります。 

❻ FAX / モデムポート 

アナログ電話回線と接続します。 

_16ページ） 

A モジュラーケーブル以外のケーブルは絶 
対に差し込まないでください。故障の原 
注意因となります。 
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❹バツテリパック- 

❸バッテリ固定用ラッチ 



❶通風孔 


❷増設用 

メモリモジュール 


❶通風孔 

バソコン内部の熱を冷却する風を通します。 

❷増設用メモリモジュール 

増設用メモリを取り付けることができます。 
87〜88ぺージ） 


❸バッテリ固定用ラッチ 

バッテリパックを取り外すときに、スライドさ 
せながら取り外します。 

(瞭43ページ） 

❹バッテリバック 

AC コンセントが無い場所でパソコンを動作させ 
るためのバッテリです。 

(瞭40ページ） 




各部の名前と機能を確認する 


1 


ステータス LED について 



〇 CD-ROM LED ( © ) 

CD-ROM ドライブのアクセス中に点灯します。 

❷ェ観ィー LED ( □) 

ハードディスクドライブのアクセス中に点灯し 
ます。 


ニューメリック _ 

❸ Num ロック LED 


(Q ) 


[ NumLk ) キーがロ ツク状態のときに点灯します。 


〇 Caps ロック LED 


(gl ) 


[ CapsLock ] キーがロック状態のときに点灯します。 
ロック状態時は、@キーを押さずアルファ 
ぺツトを大文字で入力できます。 


スク 0— ル 

❺ Scr 旧ック LED 


(向） 

[ScroNLockl キーがロ ツク状態のときに点灯します。 
ロック状態の機能は、使用するアプリケーシヨ 
ンにより異なります。 


❻ AC アダプタ LED ( t>) 

AC アダプタ使用時の電源状態を表示します。 
_ 41ページ） 

❼バッテリ LED (CEH) 

バツテリ使用時の電源状態を表示します。 
_ 41ページ） 

❽チャージ led a —I ) 

バツテリの充電状態を表示します。 

(隊41ページ） 


A 


HDD LED 、 CD-ROM LED /) S 点火丁して 
いるときに、パソコンの電源を〇 FF にし 
注意たり、 1 J セツトしたりしないでくださし、。 
ドライブが故障したり、データが壊れた 
りする恐れがあります。 

また、電源を〇 FF にした後、再度電源を 
〇 N にするときは、5秒以上待ってから 
操作してください。 
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2 


AC アダプタの接続とバッテリの充電 

本機の電源は、付属の AC アダプタを使って AC コンセントからとる方法と、 
ハ'ッテリノ \°ックを使う方法の2通りあります。 


初めて使ラときは 


バッテリは十分に充電されていない状態で出荷されています。初めてお使いになるときは、バッ 
テリノ\°ックを取り付けてから、 AC アダプタを接続してご使用ください。 

AC アダプタは、 AC コンセントから電源をとるときだけでなく、ハ'ッテリパックを充電するとき 
にも使います。また、充電中も本製品を動作させることができますので、お買い上げ後、まずバ 
ツテリパックを装着して、充電をしてください。 


A ■ 弊社純正の AC アダプタ以外は、絶対に使 
/!\ 用しないでください。火災■感電の恐れ 
警告 があります。 

■ AC アダプタの上に物をのせたり、くるん 
だりしないでください。 AC アダプタが発 
熱し、火災を起こす恐れがあります。 


Q ) AC アダプタの接続とバッテリの充電 



AC アダプタのプラグを、本体左側面の DC 入力 
端子に差し込みます。 

電源ケーブルを AC アダプタと電源コンセント 
に接続します。 


チヤージ LED ( dl ) が緑色に点滅し、充電が始 
まります。 



使用できる AC 電源は何ボルト？ 

本製品に付属の AC アダプタは、 100 V から 
240 V まで対応しており、自動的に切り替わ 
りますので、海外でもお使いになれます。 
ただし、海外で使ラときは、プラグの形状が 
異なることがありますのでご注意ください。 


ハ' ツテリのみでお使いのときは AC アダプタを 
取り外してください。 

AC 電源でお使いのときは、このまま AC アダプ 
夕を接続したままでお使いください。 
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AC アダフタの接続とバツテリの充電 


〇ステータス LED の 表示 



状態 

内容 

緑色の点灯 

AC アダプタを使用して、電源が ON の状態です。 

緑色の点滅 

AC アダプタを使用して、電源がスタンバイの状態です。 


ノ ゞ ツテリ LED( cEU 


状態 

内容 

緑色の点灯 

ハ'ッテリを使用して、電源が〇 N の状態です。 

緑色の点滅 

ハ'ッテリを使用して、電源がスタンバイの状態です。 


チャージ LED ( C=I ) 


状態 

内容 

緑色の点灯 

ノ ゞ ッテリが満充電の状態です。 

緑色の点滅 

バッテリが充電中の状態です。 


A -ハ'ッテリノ\°ックは、ハ'ッテリ動作中に交換することはできません。必ず「ハ'ッテリパックの交換」 
ZlA (@43ページ)の説明に従って交換してください。 

注意■バッテリの残量が少ない状態でアプリケーションの操作を続けると、データやプログラムフアイ 
ルが消えるなどの事故が発生する恐れがあります。バッテリの残量がすべて無くなると、アプリ 
ケーションの使用中でも電源が OFF になります。バッテリの警告音が鳴ったらすぐにデータを保 
存してください。 


3 


スタンバイと休止状態 

スタンバイはアプリケーションソフトなどの動作状態をメモリに保存し、パソコンの電源を〇 FF にする 
機能です。次回、電源を〇 N にすると、電源を〇 FF にした直前の状態で、パソコンが起動されます。 

使用中のアプリケーションソフトを終了させることなく電源を〇 FR こできるので、アプリケーショ 
ンソフトを起動し直す必要がありません。ただし、スタンバイの状態では、少量の電力が消費され 
ているため、バッテリのみで使っているときに長時間スタンバイの状態にしておくことはお勧めで 
きません。 

休止状態も電源を〇 FF にする直前の状態で起動させる機能ですが、動作状態をメモリではなく固定デイ 
スクに 保存す るた め、休止状態の間に電力を消費することはありません。 

スタンバイと休止状態の設定方法は、「省電力機能を使用する」（隊62〜66ページ)をご参照ください。 
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[スタート]ボタン4[コントロールバネル]4[バ 
フォーマンスとメンテナンス]4[電源オプシヨ 
ン]を選択します。 

【電源オプションのプロパティ】ダイアログが 
表示己れます。 

[アラーム]タブを選択します。 


チェックを入れると、バッテリ残量が警告表示 
されます。 

[アラームの動作]ボタンをクリックすると、警 
告表示後のパソコンの動作を設定できます。 


警告の通知方法を音で知らせるか、メッセージ 
で表示させるかを選択します。 

両方を選択することもできます。 

警告表示後のパソコンの電源状態を、スタンパ 
イ、シャツトダウン、休止状態から選択します。 

[0 K ] ボタンをクリックします。 
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AC アダフタの接続とバッテリの充電 


リパックの交換 


A ■弊社純正のバッテリパック以外のバッテリは絶対に使用しないでください。また、ハ'ッテリパッ 
ZIa クの分解や破壊、火中への投入、加熱、端子の短絡なども絶対に行わないでください。爆発した 
警告り火災を起こす恐れがあります。 

■バッテリパックの取り扱いについては「本製品を正しく安全にお使いいただくために」2 
〜5ページ)も必ずお読みください。 

バッテリパックの交換は、電源が〇 FF のときしかできません。交換の前には、 AC アダプタ LED 、 
バッテリ LED が消灯していることを確かめてください。 


D 


デイスプレイカバーを閉じ、本体を裏返して、 
静かに置きます。 



B 


バッテリ固定用ラッチを矢印の方向にスライド 
させながら(①)、バツテリパックを取り外しま 
す(② )0 


バッテリ固定用ラッチ 





交換用のバッテリパックを矢印の方向にはめ込 
みます。 


§ 


バッテリ固定用ラッチがロックされるまで、 
確実にはめ込んでください。 
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タッチバッドを使ってみよう 

本機には、マウスと同じ機能を持つ「タッチパッド」があります。タッチパッド 
を使って画面上のマウスポインタ（マウスカーソルともいう）を動かし、 
Windows を操作します。 


A ■ タッチパッドをペン先などの先の尖ったもので触れたり、表面シートをはがしたりしないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

注意 ■ 2本以上の指や手袋をした指、また、濡れた指などで操作しないでください。正常に動作しませ 
ん。また、指先の皮脂や汚れによっても正常に動作しない場合がありますので、そのときは、十 
分に汚れを取りのぞいてからご使用ください。 

-マウスポインタはタッチパッドを軽く触れるだけで動作します。必要以上に力を入れたり無理な 
姿勢で操作すると、指や手首を傷める原因となります。 


タッチパッドの名前と機能 


タッチパッドは、本製品のキーボードの手前中央にあります。タッチパッドに指を触れて軽く動 
かすと、画面上のマウスポインタがその動きに応じて動きます。 


タッチパツド上の指の動きに合わせて、 
マウスポインタも動く 



1 ポ 
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m コマ 知プ.•卜^^^^ * - 1 ✓ ~ 

W ノプロ5_ ラム 互 ド 

二 

包 外宇エディ 5 [7* 

Windows XP ツア- 

@)ストト7¢ブ H 

® Windows Media Player 
.达 Windows Messeneer 
:リモ”卜7シス $ ンス | 



本製品のタッチパッドには次のような名前と機能があります。 

左ボタン 

左クリックするときに押します。 

••タッチノ X ッド 

指を触れて動かすと、画面上のマウスポインタがその 
動きに応じて動きます。 

•• 右ボタン 

右クリックするときに押します。 

Windows では、右クリックするとシヨートカットメ 
ニューが表示されます。 

スクロール ボタン 

画面を上下にスクロールするときに押します。 









タッチパッドを使ってみよう 


タッチパッドの操作方法 


③クリックとダフリレクリック 



■クリック 

タッチパッドの左または右ボタンをすばやく押して離すこと 
です。メニューやアイコン、ボタンなどを選択したり、ワー 
プロソフトなどで文字入力の位置を決めるのに使います。夕 
ッチパッド上を1回たたいてもクリックできます。 

■ダブルクリック 

タッチパッドの左または右ボタンを続けて2回すばやく 
クリックすることです。アイコンを選択してアプリケーシヨン 
を起動するときなどに使います。タッチパツド上をすばやく2 
回たたいてもクリックできます。 


Q ) ドラッグ&ドロップ 

ドラッグとは、アイコンなどをクリックして選んだままの状態で別の場所に動かすことです。 
ドロップとは、ドラッグして動かしたアイコンなどを、目的の場所に置くことです。 




D 

B 


アイコンの上にマウスポインタを合わせて、 
タッチバッドの左ボタンを押します。 

(※押したままにしてください。） 

左ボタンを押したままマウスポインタを動かし 
ます。 

「ごみ箱」アイコンの上で左ボタンを離すとド 
ロツプされ、ごみ箱の中に入ります。 


〇スクロール 

スクロールボタンを押すことで、 Windows の画面を上下にスクロールできます。 





1 ‘一 ^ n 


画面が下に スクロール する 
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キーはその機能によって、役割が大きく5つに分かれます。 

ここでは便宜上、キーボードを色分けして説明していますが、製品のキーボードは色分けされて 
いません。 


フアンクシヨンキー 文字入カキー 



Windows (ウインドウズ)キー 制御キー アプリケーシヨンキー 


OWindows キー 〇アプリケーションキー 

単独で押すと Windows XP の「スタート」メ マウスの右ボタンに相当します。使用するア 

ニューを表示します。次のキーと合わせて プリケーションによって動作が異なります。 
押すと、 Windows XP の代表的な機能がすぐ お使いのアプリケーションソフトのマニュア 
に使えます。 ルをご参照ください。 


Windows XP の「ヘルプとサ 
ポートセンター」を表示 

g]+@ ウインドウの最小化 

[Q|+[Tab] タスクバーに表示されてい 

るボタンの切り替え 

g+® 【ファイル名を指定して 

実行】ダイアログを表示 

マイコンピュータを起動 

g+g ファイルとフオルダ検索画 

面を起動 

g+w 【システムのプロパテイ】 

ダイアログを表示 


|Q + fctrT] +fF] コンピュータの検索画面を 
起動 


〇制御キー(薄いアミ部分） 

文字入カキーと組み合わせて使ラキ ー、 入力 
位置を決めるキー、パソコンに対してコマン 
ド(命令)を送るキーなどです。 

これらのキーだけを使って文字を直接入力す 
ることはできません。 

〇文字入カキー 

主に、アルフアベットやひらがな、カタカナ、 
数字、記号などを入力するためのキーです。 

1つのキーに2つ以上の文字が割り当てられ 

てと5り、 [ bapsLock ) [shift II NumLk IIひらがなIIカタカナIの各 

キーと組み合わせて、目的の文字が入力でき 
ます。 
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キーボードを使ってみよろ 


制御キーの 一つで ある®キーと ファンクシヨン キーの組み合わせにより、画面の輝度を変えたり、 
省電力機能を作動させたりできます。 

〇 ㈣ ■ @キーを使用する 

pn @キーを押しながら@キーを押すと、@キーとして使用できます。 
llJ 同様に@キーを押すと、@キーとして使用できます。 


Q ) 本体デイスプレイのバックライトの ON / OFF を切り替える 

+ PH ® キーを押しながら@キーを1回押すごとに、本体デイスプレイのバッ 

UJ + ksJ クライトの〇 N/ 〇 FF を切り替えます。 


③スタンバイに入る 

[r^i @キーを押しながら@キーを1回押すと、省電力機能64ページ) 
ILJ が働きます。 

〇本体ディスプレイ表示か外部ディスプレイ表示かを切り替える 

1171,@キーを押しながら®キーを1回押すごとに、本体ディスプレイのみ— 
u kd 外部デイスプレイのみ—両方同時の順に切り替わります。90ページ) 


③輝度を調整する 


@キーを押しながら@キーを押すごとにディスプレイの輝度が下がり、 
[Z3 キーを押すごとにディスプレイの輝度が高くなります。 


,7ゃ （ 8ゅ j 9ょ * を 
7 —ゃ j —ゅ 9 —ょ I [〇 —ゎ 

,II レ 51}[ 〇 6 }W 


な に 


ら せ 


1 K 2 L 3 ++ 

ま の り；れ 


通常、数字は英数モードのときにフアンクシヨン 
キーの下に並んでいるキーで入力することができ 
ますが、キーを押すことで、キーボードの図 
の部分(ニューメリックキー)でも数字を入力できる 
よラになります。文字よりも数字の入力のほラが 
多いという場合などは、電卓のテンキーのように 
使ラことができます。 


〉■。ド/. 
. る/め 
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クイック スタート ボタン 


ボタンを押すと、ワンタッチで次の機能が使用できます。 



❸検索ボタン （/)) 

❹インターネツトボタン（乙 I フ） 


❶ E メール ボタン （| V ]) 

Outlook Express が起動します。 


❷お気に入りボタン （ 0 ) 

あらかじめ設定したホームページにジャンプします。 


初期設定では「ソーテックオンライン」 

/ ( http : www ■ sotec . co . jp /) が表示されます 0 


©検索ボタン （ /> ) 

Microsoft 社の検索サイト 「MSN サーチ」にジャンプ 
します。 


❹インターネットボタン（ご i フ） 

Internet Explorer が起動します。 


〇クイックスタートボタンを使用できないようにする 

クイックスタートボタンの左横にある、クイックスタートボタンロックスイッチを利用すれば、 
クイックスタートボタンが使用できなくなります。誤動作させたくないときなどに便利です。 



クイックスタートボタンロックスイッチ 


B 


クイックスタートボタンロックスイッチを右に 
スライドさせます。 

クイックスタートボタンがロックされます。 

クイックスタートボタンのロックを解除したい 
場合は、左にスライドさせます。 
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キーボードを使ってみよう 


各キーの機能 


ここでは、キーボードの各キーの名前と機能を説明しています。 

0 ❸ @❻ャ〇 


❿ 

❾ 


❿- 

©- 


Q 


: 2 ド 3 II 

:12 回 J |( 

F4 1 F5 1 F6 

i > J レ ’ O J[ot 

inr 

F9 Y(f10 

JJ NumLk j 

|scrL/c 

Pause 

(Break 

『 Insert 

レ rfScr 

[ Delete 

[SysRq 
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$ ぅ川％ぇ n 
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& ぉ if ヮゃ i ( 
6 ぉゃ艇 

S ゅ い 9 ょ ' 
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l ： -J 

A ぺ 

1 に: 
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1 Space 

Tab 

-M 

N1 

\N 1 |£ 

て 

ぃ R T 

い す : 

Y U 4 

かんく 

1 5 

ょに 

〇 6 

ら 

P - 

せ 

[[^ 

yi 

Enter 

tl 

Caps 

Lock 

英数 

/\ 

ち 

S D 

と 

、 F G 

し = は 

H J 

き. く 1 ノ 

1 K 2 

= ま の 

L 3 

〇 

it 

L 



❽ 


〇 



-© 




中止や中断させるコマンド(命令)を送るときに使 
います。 

O Esc (エスケープ)キー 

設定を取り消したり、実行を中止します。 

❷ Pause Break (ポーズ.ブレーク)キー 

実行されているものを中断したり、ブレーク信 
号を送ります。 

設定されている機能を呼び出すときに使います。 

© フアンクション キー 

から®までの10個のキーにそれぞれ別の機 
能やコマンド(命令)が割り付けられています。 
キーを押したときの動作はアプリケーションに 
より異なります。 

コマンド(命令)や設定されたものを決定するとき 
に使います。 

〇 Enter (エンター)キー 

通常、あるコマンド(命令)の実行を決定したり、 
設定されたものを確定させる場合に押します。 
また、文字を入力しているときは、このキーで 
改行できます。 


画面のハードコピーをとったり 、 Windows XP の 
画面を取り込むときに使います。 

❺ PrtScr (プリントスクリーン)キー 

(ZE キーと一緒に押すと、表示されている画面 
を取り込んでクリップボードに転送します。 

文字を編集するときに使います。 

❻ Insert (インサート)キー【ロックされます】 

文字入力のモードを切り替えます。1回押すご 
とに、カーソル位置にある文字の間に挿入する 
「インサートモード」と、カーソル位置の文字に 
上書きする「タイブオーノ \'ーモード」が切り替わ 
ります。 

❼ Delete (デリート)キー 

力 ー ソル位置から右側の文字を削除し ます。 

力ーソ) レ位置は変わりません。 

❽ Back Space (バックスペース)キー 

力ーソル位置から、 左側の文字を削除します。 
カーソノレ位置は左に動きます。 


§ 


ロック状態について 

キーには、1回押すごとに状態が固定されてロック状態に 
なるキーと、固定されずに押したときだけ機能するキーの 
2通りあります。 

ロックされるキーの中でも右の3種類のキーは、ロック状 
態になるとキーボード上のステータス LED が点灯します。 


NumLk 


Caps 

Lock 

英数 


ScrLk 
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❾ Tab (タブ)キー 

文字を入力しているときに押すと、タブが挿 
入され力 ー ソルが右に移動します。 [Shift ) キ ー 
と同時に押すと、一つ前のタブ位置まで戻り 
ます。また、表計算やデータベースなどのア 
プリケーシヨンでは、次の項目への移動など 
に使われます。 

文字入カキーと組み合わせて、文字を入力すると 
きに使います。 

❿ CapsLock (キャップスロック），英数キー 
【ロックされます】 

アルファベットを入力するときの文字種を切り 
替えます。@キーと同時に1回押すごとに、 
「大文字モード」と「小文字モード」が切り替わり 
ます。また、ひらがな/カタカナモードからア 
ルファべットや数字を入力する英数モードに切 
り替えるときにも使います。 

(瞭49ページ 「メモ」） 

❿半角/全角キー【ロックされます】 

文字を入力しているときの文字種を切り替えま 
す 。 Windows XP の日本語入カシステム 
MicrosoftlMETS 、 1回押すごとに「日本語入 
カモード」がオン/オフになります。また、 [ Alt ] 
キーと同時に押すと「日本語入カモード」になり 
ます。 

© Shift (シフト)キー 

他のキーと同時に押すことで別の機能を実行し 
たり、実行方法を一時的に変えたりすることが 
できます。例えば、「大文字モード」で文字を入 
力しているときに、アルフ ァベット キーと同時 
に押すと、小文字で入力することができます。 

空白を入れたり、漢字に変換するときに使います。 

❿無変換キー 

日本語入カシステムを使っているときに、入力 
した文字を漢字などに変換したくない場合に押 
すと、入カモードが変わります。 

❿変換 キー 

日本語入カシステムを使っているときに、入力 
した文字を漢字などに変換するときに押します。 


©カタカナ/ひらがなキー【ロックされます】 

「カタカナモード」と「ひらがなモード」を切り替 
えます。「カタカナモード」のときはこのキーの 
み押すと、「ひらがなモード」に、「ひらがなモ 
ード」のときは m キーと同時に押すと「カタカ 
ナモード」に切り替わります。また、 

キーと同時に押すとカナキー入力のオン/オフ 
を切り替えることができます。 

❿ スペースキー 

文字を入力しているときに押すと、スペース 
(空白)が入ります。 

カーソルを動かしたりページをめくるときに使い 
ます。 

® カーソルキー 

キーに表記されている矢印の方向に、力ーソル 
が移動します。 

他のキーと組み合わせて機能を実行するときに使 
います。 

❿ Ctrl (コントロール)キー 

文字入カキーや、他の制御キーと組み合わせて 
使ラことにより、特定の動作ができます。 

❿ Alt (オルト)キー 

オルタ ネートキーと もいい、文字入カ キー や、 
他の制御 キーと 組み合わせて使うことにより、 
特定の動作ができます。 

❿ NumLk (ニュー メリックロック) キー 
【ロックされます】 

ロックすると、テンキーをテンキーとして動作 
させます。ロックを外すと特定の動作キーとし 
て動作します。 

(瞭49 ページ 「メモ」） 

® ScrLk (スクロール ロック) キー 
【ロックされます】 

使用しているソフトにより動作は異なります 
が、通常は カーソルキーの 動きを変えることが 
できます。 

(瞭49 ページ 「メモ」） 
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フロッピーディスクを使つてみよう 

本機にはフロッピーディスクドライブが装備されていません。フロッピーディ 
スクドライブを使うには、別売のフロッピーディスクドライブを用意する必要 
があります。 


フロッピーディスクを使うときの注意 

3.5 インチフロッピーディスクは、入力したデータなどを保存するのに使う大切なものです。 
取り扱いにあたっては次の点を十分注意してください。 

また、フロッピーディスクを使わない場合は、パソコンの電源を〇 FR こする前に必ずフロッ 
ピーディスクドライブから取り出して、適切な場所に保管してください。 



テレビや モータの よう 
な、磁気を発生する物 
のそばに置かないでく 



直射日光のあたる車の 
中や、高温の場所に置 
かないでください。ま 
た、湿度の高いところ 
に置かないでください。 



内部の記憶メディアに 
傷を付ける恐れがある 
ため、 シャツターを 開 
けないでください。 



ラベルは、正しい位置 
(一段へこんでいます） 
にお貼りください。ま 
た、別のラベルを貼る 
ときは重ねて貼らず、 
前のラベルをはがして 
ください。 



書き込み可能状態 



ライトプロテクトノッチ 


書き込み禁止状態 


フロッピーディスクには、間違って保存している 
データを消したり、上書きされないように、書き 
込みを禁止(ライトプロテクトといいます)すること 
ができます。 

ライトプロテクトを行うにはフロッピーディスクの 
裏側(金属の円盤が見えるほラ)の一方の角にあるラ 
イトプロテクトノッチを動かします。 


■ライトプロテクトノッチが「上側」になっている 
と、フロッピーディスクをフオーマットしたり、 
ファイルの書き込みや消去などができます。 

■ライトプロテクトノッチが「下側」になっていると 
(四角し、穴が開いてし、る状態)、フロッピーディス 
クのデータを消去したり、上書きしたり、追加す 
ることはできません。 
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ラアイルをフロッピーデイスクにコピーする 

. -づ 


ファイルをフロッピーディスクにコピーするには、次の2通りの方法があります。 


〇その1 




[マイコンピュータ]の中にある [3.5 インチ FD ] 
アイコンに、ファイルをドラツグアンドドロツ 
プします。 


〇その2 


ブレビュー 

編集 (£) 
印刷0 


ブロクラムから嶋） 


伽取り a ? 
コビ〇 


ショートカットの作成⑤ 

則除必 

名前の変更她 

プロパティ® 


j だル受信者 
( tl 圧箱 ( zip 形式〉フォルダ 
© デスクトップ(ショ-トカットを作成） 
1〇マイドキュメント 


J 3.5 インチ FD ( A :〉 

^ CD ドライブ伍う 


□ ファイルを選択した状態で右クリックして、メ 
ニューを表示させます。 

|~ ir 送る j — r 3.5 インチ fdj を選択します。 

操作後、フロッピーディスクにファイルがコピー 
されます。 


本製品で使用できるフロツピーディスクドライブに関する情報は、弊社ホームページ 
’ / 「 http :// www . sotec . co . jp /」 をご参照ください 0 



2 HD と 2 DD 

2 HD は「両面高密度倍トラックタイプ」、 2 DD は「両面倍密度倍トラックタイプ」の略です。 2 HD には 
1 .44 MB の、 2 DD には 720 KB のディスク容量があります。 
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CD - ROM を使つてみよろ 

ここでは、 CD - ROM を使う方法につしヽて説明します。 


CD - ROM を使うときの注意 

CD - ROM ドライブや CD - ROM ディスクの取り扱いにあたっては次の点を十分注意してくだ 
さい。また、 CD - ROM ディスクを使わない場合は、必ず、パソコンの電源を OFF にする前 
にドライブから取り出して、適切な場所に保管するようにしてください。 




清掃するときは、レコード用クリーナーやべ 
ンジン、シンナーではなく、必ず CD 専用の 
クリーナーを使ってください。また、レンズ 
クリーナーは乾式のものを使用してください。 
湿式は汚れを増長させますので絶対に使わな 
いでください。 



記録面にラベルを貼ったり、ペンなどで字を 
書かないでください。 


強い衝撃を与えたり表面にキズを付けないで 
ください。また、ゴミやホコリの多い場所に 
置かないでください。読み込みエラーの原因 
となります。 



トレイを開けたままにしておかなしヽでください。 
内部にゴミやホコリが入り込んで故障の原因 
になります。 
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CD - ROM ディスクの出し入れ 



CD イジェクトボタン 


□ パソコン本体の電源が ON になっているのを確 
認してから、 CD イジェクトボタンを押します。 

トレイが少し飛び出ます。 



□ CD - ROM ディスクの記録面をトレイ側に向け 
て、トレイに CD - ROM ディスクをセツトします。 




CD - R 〇 M ディスクはトレイの中心部で固定 
します。「カチッ」という音がするまで確実 
に CD - R 〇 M ディスクをトレイにセツトして 
ください。 


トレイを押し込み、 CD - ROM ドライブを閉じます。 



□ CD - ROM ディスクを取り出すときは、再度 CD 
イジェクトボタンを押します。 

トレイが少し飛び出てくるので、 CD - R 〇 M ディ 
スクを取り出します。 


鑠 


トレイが出てこない場合は ■■■ 

CD イジェクトボタンを押してもトレイが出てこない場合、 
CD イジェクトボタンの右横にある CD - ROM ドライブ強制排 
出孔に、針金など(太さ 1 mm 前後)を押し込んでください。卜 
レイを手動で取り出すことができます。 
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CD - ROM を使ってみよう 




CD-ROM ディスクの規格について 

現在市販されている CD - ROM ディスクには次のよラな規格があり、本機ではこれらすベての規格を 
利用できます。 

コンパクトディスク規格に準拠していない、著作権保護技術付音楽ディスクは動作、音質を保証で 
きません。本製品での再生■録音については、音楽ディスクのパッケージ表示をご参照ください。 


■ CD_DA、CD-Extra 

CD - DA は音楽用の CD です。音楽 CD を CD - R 〇 M ドライブにセツトし 、 Windows XP の 「Windows 
Media Player 」 を起動して音楽を聴きます。 

CD - Extra は音楽用 CD ですが、パソコン用のソフトや、画像、音声ファイルなどのデータも記録され 
ています。 

I CD-ROM XA 

パソコンのアプリケーションソフトや、画像、音声ファイルなど大容量のデータが記録されています。 
読み出しだけで記録はできません。現在使われている多くの CD - ROMS 、 この規格にもとづいています。 

I Video CD 

MPEG - 1方式の動画を記録する規格です 。 Windows Media Player で再生します。 

I Photo CD 

1枚のディスクに100枚ものフルカラー静止画像を記録できる規格です。記録は専門の業者に依頼し 
なければなりません。また 、 Photo CD を見るには 、 Photo CD 対応のソフトウェアが必要です。 

ICD-R 

一度だけ任意のデータの書き込みが可能な CD です。書き込めるデータ量はメディアによりさまざま 
です。 

I CD-RW 

何度でも任意でデータの書き換えが可能な CD です。書き込めるデータ量はメディアによりさまざま 
です。 


A 音楽 CD の再生上のご注意 

ディスクレーベル面にマークの入ったものなど」 IS 規格に合致したディスクをご使用くださ 
注意い。 

CD 規格外のディスクを再生した場合、正常な再生の保証は致しかねますので、ご了承ください。 
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音量を調整する 

本機には、サウンド機能が搭載されており、音声を入出力する端子やスピーカ 
が用意されています。ここではそれらを利用するときの、音量の調整方法を説 
明します。 


内蔵スピーカについて 


本製品にはステレオスピーカが内蔵されています。スピーカからは3種類の音源から音声を出力 
できます。それぞれの音源は、 Windows の「ボリュームコントロール」で個別に音量の調整やミキ 
シングができます。 


PC スピーカ 

コンピュータに標準で装備されている”ビープ音”を発生する音声です。 

デジタルサウンド 
機能 

16ビット DA コンバータを使用したサウンド回路からの再生音声、および 
FM シンセサイザ音源から出力される音声です。 

マイク入力 

マイク端子に接続されたマイクからの音声です。 


I スピーカの音量を調整する 




スピーカの音量は次のよラに調整します。 


(^Windows でスピーカの音量を調整する 



タスクハーの？ )1 アイコンを左クリックします。 


音量 




つまみを上下にドラッグして音量を調整します。 



「ミュート」をチェックすると音声が消え 
ます。 



タスク^^一に[スピーカ]アイコンを表示させるには 

[スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[サウンド、音色、 
およびオーデイオデバイス]—[サウンドとオーデイオデバイ 
ス]を選択すると、【サウンドとオーデイオデバイスのプロパ 
テイ】ダイアログが表示されます。 

[音量]のタブから「タスクバーに音量アイコンを配置する」を 
チェックし、「適用」ボタンを選択してください。 


サウンドとオーディオデパイスのブ□パティ 


Crystal SoundFusion(tm) CS4281 


% 


0 タスクパーに音量アイコンを配蛋する① 


IK 


L 詳細設定坠... ) 


譽愛(吏って、各ス e - 力-の音量やそ®他の設定 


、ピ-力-®音量 ®… II 詳細設定®...1 
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音量を調整する 


OWindows で左右のバランスや音源ごとに調整する 

I | タスクバーの'5アイコンを右クリックします。 

メニューが表示されます。 


□ 「ボリ ユー ムコントロールを開く」をクリックし 
ます。 


【ボリュームのプロパティ】ダイアログが表示さ 
れます。 

|~n 各音量のつまみをドラツグして調整します。 


【サウンドとオーディオデバイスのプロパティ】ダイアログ 
す/ の[スピーカー音量]タブ画面で[スピーカーの音量]ボタンを 
クリックすると、ステレオスピーカの左右の音量を別々に調 
整できます。 


③ボリユー厶を使って調整する 

本機前面にあるボリユー厶で音量を調整できます。 

① 右に回す 

内蔵スピーカから出力される音声が大きくなります。 

② 左に回す 

内蔵スピーカから出力される音声が小さくなります。 



スピーカー音量 r ?| rx | 
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録音をする 


オーディオ機器などから本機に入力した音声を録音するときは 、 Windows XP の「サウンドレコー 
ダー」を使用します。録音した音声はファイルとして、本機のハードディスクに保存できます。 

□ 「スタート」ボタン—[すべてのプログラム] — [ア 
クセサリ]—[エンターテイメント] — [サウンド 
レコーダー]の順に選択します。 

【サウンドレコーダー】ダイアログが表示され 
ます。 


CfGl ボタンをクリックします。 


録音が始まります。 


■ 1 ボタンをクリックします。 

録音を停止します 

〇録音の音量を調整するには 

本機に入力される音量が小さすぎたり、大きすぎたりするときは 、 Windows XP のボリュー厶コ 
ントロールで調整します。 


タスクハー上にある？)Iアイコンをダブルクリツ 
クします。 

【ボリュー厶コントロール】ウインドウが表示さ 
れます0 


V トーン調整 (《 J 

ボリュームコント □ ールの終了凶 P 


3 - ^ ^ 


メニューバーの[オプション]から、[プロバテイ] 
を選択します。 
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音量を調整する 


Q 「録音」を選択します。 


□ 音量を調整するデバイスにチェックマークをつ 
けます。 


pi [OK] ボタンをクリックします。 


□ 選択したデバイスのつまみを上下にドラッグし 
て、音量を調整します。 







画面の解像度を調整する 

デイスプレイの解像度を変更して、より広い領域で Windows を表示したり、フォ 
ントの大きさを変更して、文字をより見やすく表示できます。ここでは解像度 
やフォントの大きさといつた、画面の設定の変更方法について説明します。 

〇解像度や色数を変更する場合 


□ デスクトップ上で右クリックして表示されるメ 
ニューから、[プロパテイ]を選択します。 


【画面のプロパティ】ダイアログが表示されます。 


アイコンの整列 <p 
最新の牾報に更新 (£) 





□ 




[設定]タブを選択します。 

j を左右にスライドさせ、画面の解像度を選択 
します。 

初期設定は n 〇24 x 768ピクセル」です。 

V ボタンをクリックし、画面の色（表示する 
色数)を選択します。 

初期設定は「最高 (32 ビット)」です。 

[適用]ボタンをクリックします。 

変更を確認するダイアログボツクスが表示され 
ます。 



[はい]ボタンをクリックします。 


画面の表示性能を up させるには_ _ _ 

ノ画面の表示性能は、ビデオメモリのサイズに比例します。 

" したがいまして、ビデオメモリのサイズを増やすと、画面の表示性能も UP します。 

(ご購入時のビデオメモリのサイズは 8 M バイトに設定されています） 

ビデオメモリのサイズを変更する方法は、電子マニュアル（デスクトップ上の『電子マニュアル』 
アイコンをクリックすると起動します）をご参照ください。 

ただし、ビデオメモリは、メインメモリから割り当てられますので、ビデオメモリのサイズを増や 
す場合、メインメモリも増設することをおすすめします。（@86〜89ページ） 
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画面の解像度を調整する 


③フオントサイズを変更する場合 




1アイコンの整列 (P ► 

最新の牾報に更新 (£) 

1貼り付け® 

■ ショ-トカットの貼0付け@ 

新祖伐成 ( W ) ► 

1 

) 



D 


デスクトップ上で右クリックして表示されるメ 
ニューから、[プロパテイ]を選択します。 

圓面のプロパティ】ダイアログが表示されます。 


1スクリ-ンザィン ! J 


1 f5i 1 


ウィンドウとポタン㈣： 

I Windows XP スタイル 

配色(公 

I既定薄〉 


3 


フォントサイズ®: •' 1 一~ ] 

i 標準 / v \ L 齡職定(£:_.| 

:フォ a 1I キャンセル I 


B 

B 

□ 


[デザイン]タブをクリックします。 

Vをクリックし、フォントの大きさを選択し 
ます。 

[適用]ボタンをクリックします。 

しばらくするとフォントサイズが変更されます。 


瓣 


アプリケーションソフトによつては、イン 
ス I ^ール時などに自動的に画面設定が変更 
される場合があります。アプリケーション 
ソフトに適した画面設定の変更方法につい 
ては、アプリケーションソフトの取扱説明 
書をよくお読みください。 
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省電力機能を使用する 

本機での作業を一時的に中断したいときは、省電力機能を使用すると便利です。 
省電力機能を上手に使ラと、中断時の作業状態を保存したまま、本機の消費電 
力を節約できます。 


省電力機能の種類 


本製品には2種類の省電力機能があります。 

使用状況に応じてご利用ください。 

③スタンバイ 

CPU 、 ハードディスクドライブ、ディスプレイなどの動作を一時的に止め、電力の消費を最小に 
します。内部スタンバイ電源で状態を保持しています。電源スイッチ、キーボードまたはクイッ 
クスタートボタンを押すと元の状態にもどります。 

少しの間席をはずすときなど、電源の消費を抑えるのに役立ちます。 

(I休止状態 

作業中の アプリケーションの 状態やデータを、 ハー ドディスクに保存して電源を完全に〇 FF にし 
ます。 

電源が〇 FF になるため、電源をほとんど消費しません。 

電源スイッチを押すと、作業を中断する前の状態で立ち上がります。 

ある程度の時間作業を中断するが、次回起動時にはすぐに作業の続きがしたいときに役立ちます。 


A スタン^^イ_休止状態中の注意事項 

-周辺機器やメモリなどの取り付け ■ 取り外しをしないでください。故障 ■ 感電の恐れがあります。 
注意 ■ スタンバイ ■ 休止状態に入る前に、必ず使用中のデータを保存してください。 


休止状態を使用する前に ■■ ■ 

休止状態を使用する前に、休止状態が有効に設定されている 


か、ご確認ください。 

① [スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[パフオーマン 
スとメンテナンス]—[電源オプション]の順に選択します。 

② [休止状態]タブをクリックして、「休止状態を有効にする」 
にチェックが入っていることをご確認ください。 


電源オプション®ブ n パテ< 1^1 rxi 
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省電力機能を使用する 


スタンバイ ■ 休止状態に入る 


スタンバイ ■ 休止状態に入るには次の5つの方法があります。 

-「スタート」メニューから入る 
-電源スイッチで入る 
■ キーボードから入る 
_自動的に入る 

-液晶デイスプレイを閉じてから入る 

〇「スタート J メニューからスタンバイ ■ 休止状態に入る 


>ソ検索迄〉 

すべて ( D ブ□ヴラム ( E 〉 > [7 フアイ迄!^^ 



D 


[スタート]ボタン—[終了オプション]をクリツ 
クします。 

【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 


コンピュータの電源を切る 

な,, 


m 

① 



スタンパィ⑻ 

電源を切る (u> 

再起助 (B> 






B 


(スタンバイに入る場合） 

[スタンノ\'イ]をクリックします。 


(休止状態に入る場合） 

M キーを押しながら、[休止状態]をクリック 
します。 

これでスタンバイ ■ 休止状態に入ります。 
スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。（@66ページ） 
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〇電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る 


□ [スタート] ボタン4[コン トロー ルバネル]4 
[パフ オー マンスとメンテナンス]4[電源オプ 
ション]の順に選択します。 

【電源オプションのプロパティ】ダイアログが表 
示されます。 

[詳細設定]タブをクリックします。 


「電源ボタン」欄の「コンピュータの電源ボタンを 
押したとき」を「スタンバイ」または「休止状態」に 
設定します。 

[適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 


これで電源スイッチを押すと、スタンバイ■休 
止状態に入ります。 

スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。（瞭66ページ） 

0キーボードからスタンバイ ■ 休止状態に入る 

□ 「電源スイッチでスタンバイ_休止状態に入る」 
の D、 □を行います。 

□ 「電源ボタン」欄の「コンピュータのスリープボタ 
ンを押したとき」を「スタンバイ」または「休止状 
態」に設定します。 


□ [適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 

これで キーボー ドの@ キーと@キーを 同時に 
押すと、スタンバイ ■ 休止状態に入ります。 
スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」 を ご参照 
ください。（隊66ページ） 
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省電力機能を使用する 


〇自動的にスタンバイ ■ 休止状態に入る 


I 電源設定|ラ也 • twfn 籲止，;想 ••••••* 

コンピュータの使い方に最も適した f 源設定を逞択してください。下の設5 
^ 変更す5と、逞択された電源設定君変更されます。 

電源設定 ( Q > . 

L 名前を付けて保存©... 1 1削除必 


レ卞—5ブル/ラ9ブトツブ] ( D 1 源設定 

コンビ: L - 女 電源に接続 （|パ， 

モニタの1源を切る ( M ): 110分後 I 分後 

『 H ディス⑽電源を 阿後 v 「5分^~ 

システムスタンパイ①：『30分後 v 「5分後 


システム休止状態 ( H ): 




「電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る」 
の D、 □を行います。 

[電源設定]タブをクリックします。 


「電源設定」欄を「自宅または会社のデスク」に設 
定します。 

「システムスタンバイ」または「システム休止状 
態」欄に、自動的にスタンバイ■休止状態に入る 
までの時間を設定します。 

[適用]ボタンをクリックしてから、 [OK] ボタン 
をクリックします。 


これでスタンバイ ■ 休止状態に入ります。 
スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。66ページ） 


〇液晶デイスプレイを閉じてスタンバイ ■ 休止状態に入る 


甭源設定1_ァラ-ム萤源メーダ 




^ 使用言る省電力設定を逞んで•ください。 1 

「オプション 

□アイコン射!スクパ-に常に表示する⑤ 

0スタンノ w から回值狗ときにパスワードの入力奄求める© 


「電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る」 
の D、 0を行います。 

[詳細設定]タブをクリックします。 


電源ボタン 

ポ-タブルコンビ: I - 夕奸』じたとき铋： 

をンバィ 

コンビユ-夕の電源ボタンを押したとき© 
㉔ ンパィ 

コンピュータのスリーブボタンを押したとき妙： 


J -95— J 1 C 


コ■匸適用込）甘. 


「電源ボタン」欄の「ポータブルコンピュータを閉 
じたとき」を「スタンイ」または「休止状態」に設 
定します。 

[適用]ボタンをクリックしてから、 [OK] ボタン 
をクリックします。 


これで液晶デイスプレイを閉じると、スタンパ 
イ ■ 休止状態に入ります。 

スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。66ページ） 
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スタンバイ ■ 休止状態から元に戻 


スタンバイ■休止状態から元の状態に戻すには、本機の電源スイッチを押し、ユーザ名を選択し 
ます。 



本機の電源スイッチを押します。 

ログイン画面が表示されます。 



スタンバイ中は、キーボードもしくはク 
イツクスタートボタンのいずれかのボタ 
ンを押しても、元の状態に戻すことがで 


きます。 



使用するユーザをクリックします。 

Windows のデスクトツプ画面が表示されます。 
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step3 


周辺機器 


いこ均 


プリンタやスキヤナなど、 WinBook と接続できる周辺機器の紹介と、接続の方法や注意事項について 
説明しています。 

さまざまな周辺機器と接続することで、 WinBook をより充実して使うことができます。ぜひ、お読み 
ください。 


1使用できる周辺機器 . 68 

前面&右側面 . 68 

左側面 . 69 

2周辺機器を取り付ける前に . 70 

取り付けは電源を〇 FF にしてから . 70 

取り付け時の注意事項 . 71 

プラグアンドプレイについて . 72 

3 AV 機器と接続する . 74 

へ、、 J ドホンと接続する . 74 

マイクロホンと接続する . 75 

4 USB 対応の周辺機器を使ろ . 76 

USB (ユーエスビー)とは . 76 

USB 機器を接続する手順 . 77 

複数の USB 機器を接続する . 81 


5 PC カードを使う . 82 

PC 力ードとは . 82 

PC 力ードの差し込み . 83 

PC 力ードの取り出し . 85 

6 メモリの増設 . 86 

メモリについて . 86 

メモリの取り付け . 87 

増やしたメモリを確認する . 89 


7外部デイスプレイを接続する . 90 


























使用できる周辺機器 

本機には、さまざまな周辺機器が接続できます。次にその一例を紹介します。 


面&右側面 


へッドホン端子 


スピーカ 

(隊74ページ) 





マイク端子 


マイクロホン 
(暖75ページ） 




USB ポー 


USB 1.1 対応の周辺機器(瞭76〜81ページ） 





力ードリーダ/ライタ ■ USB 対応マウス ■ CCD カメラ 


USB ハブなど 










使用できる周辺機器 


卜^ V ，■左側面 I 


(D) アナログ CRT ポート 













周辺機器を取り付ける前に 

ここでは周辺機器を取り付ける前に、まず確認したり、作業しなければならな 
いことを説明します。 


取り付けは電源を OFF にしてから1 


ケーブル類や周辺機器を取り付けるときは、本機の電源を〇 FF にして、 AC アダプタとバッテリパ 
ックを取り外します。 AC アダプタとバッテリパックが接続されたまま周辺機器を取り付けると、 
本機を壊したり、感電する恐れがあります。 


y 《备 Windows ムービーメーカー 

够ヘルブとサポ-卜⑻ 


Windows XP ツア- 

X)検索迄） 


邊ファィルと設定®転送 1 tMM 

. 〇 ファイル名を指定して実行(段... 

| »] 本製品をご 描 入のお客様へ 


すべて©ブ D クラム (£) > 



• s スタート 

關 □央 （U 爾 終了ォブション⑪ 


PC 力ード、 USB 対応の機器は、パソコンの 
電源を ON にしたまま、取り付けや取り外し 
^ができます。 


[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 

【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



|^][電源を切る]をクリックします。 

電源が〇 FF になります。 



AC アダプタを取り外します。 

周辺機器を取り付けます。 


A メモリなどを取り付けたり、取り外したり 
/•\ するときは、金属のへりでケガをしないよ 
注意う、手袋をして作業をするなど十分に気を 
付けてください。 
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周辺機器を取り付ける前に 




1 


取り付け時の注意事項 


〇体の静電気を取リ除いてください 



基板がむき出しになっているメモリなどは、静電気 
に弱く、帯電した手で触ると壊れてしまう恐れがあ 
ります。これらの機器を取り付ける前には、ドアの 
ノブなど、身近な金属に触れて、帯電されている静 
電気を取り除いてください。 


〇ユーザーズガイドをよく読んでください 

周辺機器などの取り外しや、取り付けを間違ラと、 
機器を壊してしまう恐れがあります。周辺機器を 
取り付ける前には本書をよくお読みください。 



〇周辺機器に付属の取扱説明書をよく読んでください 

周辺機器に付属の取扱説明書には、取り付け方法や、 
取り付けた後に必要となるソフトウェアやハード 
ウェアの設定方法が詳しく書かれています。 
周辺機器を取り付ける前には、必ず周辺機器の取扱 
扱説明，// II 説明書をよく読み、必要な機器、および必要な設定 

(Jr ] // / I ファイル(デバイスドライバなど)を理解し、これか 

° 〇 " ら始める拡張の作業に備えましよう。 
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グアンドプレイについて 


h 


Windows XP には、周辺機器を取り付けるだけで、すぐに使用できる状態に設定する「プラグアン 
ドプレイ」という機能があります。 

プラグアンドプレイを実現するには、周辺機器に対応したデバイスドライバが Windows 側で用意 
されている必要があります。 

用意されていない場合は、 Windows のウイザード機能を使って、デバイスドライバを Windows に 
インス t ルします。 

③対応したデバイスドライバがすでに Windows にある場合 

周辺機器に対応したデバイスドライバが、すでに Windows 側で用意されている場合は、周辺機器 
を取り付けるだけで、すぐに使える状態になります。 

□ デスクトツプ画面右下のタスクバーに、「新しい 
ハードウェアが見つかりました」と吹き出しが表 
示されます。 

これで、周辺機器が使えるようになります。 



〇対応したデバイスドライバが Windows にない場合 

周辺機器に対応したデバイスドライバが Windows にない場合、周辺機器に付属の CD - R 〇 M デイス 
クなどに収録されているデバイスドライバを Windows にインス I ルします。 

プラグアンドプレイに娜した周辺機器で' 
も、場合によっては、設定が自動で行われ 
ない場合があります。 

( c ^ 別冊「困ったときには…」） . 



周辺機器を取り付けた後に、電源を on にします。 

【新しいハードウエアの検索ウイザードの開始】 
ダイアログが表示されます。 

E 1 [次へ]ボタンをクリックします。 
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周辺機器を取り付ける前に 



B 


□ 


表示される指示に従って操作を行います。 

デバイスドライバが正常にインストールされた 
ことを示すメッセージが表示されたら、設定は 
終了です。 

[完了]ボタンをクリックします。 

これで、設定は無事終了しました。 


プラグアンドプレイに対応していない 
周辺機器の場合 

ブラグアンドプレイに対応していない周辺 
機器の場合、デバイスドライバの組み込み 
や、リソースの設定は自分で行ラ必要があ 
ります。また、周辺機器側のディップスイ 
ッチなどを変更する必要があります。周辺 
機器の取扱説明書などをよく読み、設定を 
行ってください。 



デバイスドライバとは 


周辺機器を使うときは、デバイスドライバという専用 
ソフトウェアが必要になる場合があります。デバイス 
ドライバは、パソコンが周辺機器をコントロールする 
ときに使う大切なソフトウェアです。 

デバイスドライバは、あらかじめ本機の Windows XP 
に付属されているものと、周辺機器に付属のもの(フ 
ロツビーディスクや CD - ROM ディスクで提供されてい 
ます）があります。また、周辺機器メーカのホーム 
ページから最新のものを入手することもできます。 
最新のデバイスドライバを入手することで、周辺機器 
の機能を最大限に弓 I き出すことができます。 
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AVtli 

ここでは本製品 


器と接続する 


3 口と接続できる AV 機器の紹介と接続方法を説明します。 


へッドホンと接続する 


市販のへ ツ ドホンを使用すると、スピーカから音声を出力せずにへ ツ ドホンから出力できます。 



□ 本機前面のへッドホン端子に市販のへッドホン 
のケーフフレを接続します。 


m 


へッドホンはミニプラグ付きへッドホンを、 
お近くの電器店でお求めください。 
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AV 機器と接続する 


マイクロホンと接続する 


市販のマイクロホンを接続して、マイクロホンから音声を録音できます。 



D 


マイクロホンのプラグを本機前面のマイク端子 
() に接続します。 


嫛 


マイクロホンはモノラルタイプのミニブラ 
グ付きマイクロホンを、電器店などで購入 
してください。 



ハウリンクの防止方法 

スピーカにマイクロホンを近づけると、ス 
ピーカとマイクロホンが共振し、キーンと 
いう音が出ることがあります。これをハウ 
リングといいます。ハウリングは、マイク 
ロホンをスピーカから遠ざけるか、入カレ 
ベルを小さくする(ボリュームコントロ ール 
で調整)ことで防ぐことができます。 
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4 


USB 対応の周辺機器を使う 

USB ポートには、さまざまな USB 機器を接続して利用することができます。こ 
こでは、 USB 機器を本機で使用するための準備作業につしヽて説明します。 


USB (ユーエスビー)とは 


USB とは 、 Universal Serial Bus (ユニバーサル ■ シリアル■バス)の略で、パソコンと周辺機器を 
接続するためのインタフェース規格です。 USB は取り扱いが簡単で、さまざまな USB 対応の周辺 
機器が発売されています。 

USB は次のよラな特長があります。 


ホツトプラグ対応 

パソコンの電源が〇 N の状態でも、自由に USB 
ケーブルの抜き差しが可能です。接続後も再起動 
することなく、そのまま USB 機器を使用できます。 


ノ\°ソコンから電源を供給可能 

USB 機器は、最大 5 V 、 5〇〇 mA までの電源をパソ 
コンから取り込むことができます。消費電力の少 
ない USB 機器の場合は、 USB 機器本体に AC ケー 
つ、) レや AC アダプタを必要としません。 

多<の機器を接続可能 

USB は、 「 USB ハブ」という機器を使用して、パソ 
コン側の1つの USB ポートを分岐させることがで 
きます。これにより、パソコンに装備されている 
USB ポートの数以上の USB 機器を接続することが 
可能です。規格上、パソコン1台あたりに最大 
127台の USB 機器を接続できます。 



127台一 


本機の USB ポートは、 USB 1.1 規格に対応しています。 USB 2.0 規格に対応した USB 機器も使 
用できますが、転送速度等の使用環境は USB 1.1 規格に準じます。 
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USB 対応の周辺機器を使ラ 


- Jj^USI 


ISB (Universal Serial Bus ) コントローラ 


由如キーボー 
由… S コンビュ - 1 
+ c サウンド... 

+ . システム： 

EI ディスク fj 
由 S ディスブレ L 


ドライパの更新 (£) … 


2333131 


ハードウ I ア変更のスキゃン⑻ 


ブ D パティ ( E > 


kn—/I -n/s-fJo 


これで、 USB ポートが使用できる状態にな 
ります。 


□ [ USB(Universal Serial Bus ) コントローラ] 
の画の部分をクリックし、0に変更します。 

令のマークに x がついていないか確認します。 

^ H \ USB ポートが使用できない状態の場合は 

① x 印がついている USB ポ-卜を麵し、 

右クリックします。 

②[有効]をクリックします。 


rj [デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。 


ここでは、 USB 対応のスキヤナを例に、 USB 機器を本機に接続して使用するまでの手順を説明し 
ます。 

◎ USB コントローラを確認する 

Windows XP を起動して、 USB ポートそのものをコントロールするためのデバイスドライバが有 
効になつているかを確認します。 

□ [スター ト] ボタン — [コン トロール バネル]— ► 
[パフオーマンスとメンテナンス]-►[システム] 
の順に選択します。 

【システムのプロパテイ】ダイアログが表示され 
ます。 


□ 


[ハードウエア]タブをクリツクします。 


丨I 全般 || コンビュ-炉 パ: 附 1 * • 

トドウ： 

邂 


「八ードウ；1アの追加ウィザード 

ドウIアの追加ウイザードを使うと、ハードウ; E アのインストルがで.きま 


ハードウ： E アの追加ウイザード (H) 


デバイスマネ-ジV 

デバイスマネージゃは、コンビュー如:インストルされてい§すべてのハード 
ウIアデノ W スを表 S します。デパイスマネージ v を使って、各デノ W スのブ 
一■:ティを変更で.きます。 


ドライパの署名 (S) 


コI デパイスマネージや© 


ハードウ： E アブロフ7イル 

八ードウエアブロファイルを使うと、別 (W トドウIアの梅成を設定し、格 S 内 




ハードウ:[アブ□ファイル® I 


OK ] Iキャンセル j 


USB 機器を接続する手順 
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■籲 

■• rr つ 

■ Ei 

■ • i 

••ffr 

• ぅ itroll 

5 】 B B BonM 

o- •hnLJSususcRe 

■1 • ^ illHoststick 

■rSElp 

!§?，ン 

一 SWJ 1 i : - I 


1 
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dUSB 機器を接続する 

本機の電源を〇 N にした状態で、 USB 対応の周辺機器を接続すると、自動的に設定が始まります。 
設定が終了すると、 USB 機器をすぐに使い始めることができます。 


ケ-ブルを差し込む前に、デバイスドライ' 
パのインス I ルが必要な USB 機器があり 
ます。 USB 機器に付属の取扱説明書をよく 
読んで、 USB 機器を接続してください。 



□ 本機の USB ポート （4) に、 USB 機器の 
ケーフりレを差し込みます。 

本機には、右側面に3つの USB ポートを用意して 
います。どの USB ポートを使用しても構いません。 
ケーブルには差し込む向きがあります。無理に 
差し込もラとせず、方向を確認して正しく差し 
込んでください。 



USB ポートが足りないときは 

USB ポートの数が足りないときは、市販の 
USB ハブを接続することで、 USB ポートの 
数を増やすことができます。 
m 3 「複数の USB 機器を接続する」 (8 1ページ) 



USB 機器を接続後、しばらく待つと、自動的に 
画面の表示が切り替わり、【新しいハードウェア 
の検索ウイザード】ダイアログが表示されます。 
表不されないときは、 USB ポートからコネクタ 
を一度抜き、3秒以上時間をおいてから、再度 
差し込んでみてください。 


しばらくすると、自動的に必要なデバイスドラ 
イバを読み込み始めます。 
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USB 対応の周辺機器を使ラ 


Q 表示される指示に従って操作します。 

/ ^ S \ 以上の方法で画面の表示が切り替わらない 
メ ) ときは、 Windows を再起動させ、再度 USB 
< 機器を接続してください。 


USB 機器に 、 Windows XP 対応のデバイスド 
ライパが付属されていない場合、 USB 機器を 
Windows XP で使うための専用デバイスドラ 
イバが別途必要になります。詳しくは 、 USB 
機器に付属の取扱説明書を読むか、 USB 機器 
販売メーカにお問い合わせください。 


デバイスのインス I -ールが終了したことを示す 
メッセージが表示されれば、設定は終了です。 

j [完了]ボタンをクリックします。 

USB 機器によつては、この後、ソフトウェアの 
インス!-ールなどの作業が必要になります。詳 
しくは、 USB 機器に付属の取扱説明書をお読み 
ください。 

USB 機器は、一度接続して設定が終了すれば、 
次回からは USB ポートにコネクタを差し込むだ 
けで、すぐに機器が使用できるようになります。 
このとき【新しいハードウェアの検索ウイザー 
ド】ダイアログは表示されません。 

(^ m J それぞれの USB ポ-卜ごとに USB 機器が管' 
理されるため、前回とは異なる USB ポート 
に USB 機器を接続すると【新しいハード 
ウェアの検索ウイザード】が表示されるこ 
とがあります。その場合はメッセージに従 
つて操作してください。 



CISTEP 3 


周辺機器を使いこなす 
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田 i サウンド、ビデオ、およ U ゲームコント□う 
由… S システムデパイス 
由—ディスクドライブ 
[不8ディスプレイアダプタ 
+ _ネゥトワ-クアダプタ 
由••速パッテリ 
E 癱プ I 


ブロセ9サ 

+ © フ□ッビ-ディスクコントロ-ラ 
S 4 I フロッピーディスクドライブ 
m j ポート (COM と LPT ) 

マウスとそ©ほかのポインティングデパイス 




©正しく接続できたか確認する 

接続した USB 機器が、正しく認識されてしヽるか確認します。 

■マイコンピュータで確認する 


D 


新しく接続された USB 機器のアイコンが表示さ 
れていることを確認します。 

接続した USB 機器によって、接続を確認する方 
法は異なります。 


例として接続したスキヤナは、[スタート]ボタ 
ン—[コントロールパネル]—[プリンタとその他 
のハードウエア]—[スキヤナとカメラ]にアイコ 
ンが追加されていることで確認できます。 


■デバイスマネージャで確認する 


D 


接続した USB 機器が表示されていることを確認 
します。 

[スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[パ 
フオーマンスとメンテナンス]—[システム]を選 
択し、[ハードウェア]タブ画面から【デバイス 
マネージャ】ダイアログを表示させて、接続し 
た USB 対応機器が登録されているか確認しま 
す。詳しくは、 USB 機器に付属の取扱説明書を 
お読みください。 




USB 機器によっては、接続後、さらに別の 
設定を行ろものがあります。 USB 機器に付 
属の取扱説明書をお読みください。 



-墓 

1_ 

屬：田…田：由…田…田 
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USB 対応の周辺機器を使ろ 


4 


複数の USB 機器を接続する 


市販の USB ハブを使えば、1つの USB ポートを複数の USB ポートに分岐して増やすことができます。 
USB ハブも含めて最大127台(パソコン1台あたり ） までの機器を接続できます。 

ここでは、 USB ハブを使用し、複数の USB 機器を接続する方法について説明します。 

〇) ノ \スノ \°ワ ーと セ J レフノ \°ワ ーにつ いて 

USB 機器は、機器自体が動作するために必要な電流の大きさによって、次のタイプに分かれます。 
USB ハブを使ラ場合は、お持ちの USB 機器がどのタイプかを確認することが必要です。 

■バスパワー型 

機器自体では電源を持たず、動作に必要な電流をパソコンから消費して動作します。 

消費電流は1 00 mA 以下です。 


■セルフパワー型 

USB 機器自体の消費電流が多く、 
プタの接続が必要です。 


パソコンからの電流では動作できないため、 USB 機器に AC アダ 


〇アップストリームとダウンストリームのコネクタについて 

通常の USB ノ\ブには、バソコンやセルフノ\°ワー型の 
USB ハブから電流を受け取るためのポート（アップ 
ストリームポートという）と、 USB 機器を接続する 


アップストリーム 
ポート用コネクタ 
( A コネクタ） 



タウンストリー厶 
ポート用コネクタ 
( B コネクタ） 



ためのポート（ダウンストリームポートという)があ 
ります。それぞれのポートに接続する USB ケーブル 
のコネクタ形状は、左のイラストのよラに形状が異 
なります。 


OUSB ハブを使った接続例 

本機の1)58ポ _ 卜へ 



セルフパワー型 USB ハブ 


バスバワー型 USB ハブ 

マウスなどは問題なく 
接続できます。 


セルフパワー型の次に、バスパワー型の機器という 
よラに交互に接続できます。 

バスパワー型の機器を2段連続で接続すると、接続 
する USB 機器によっては、使用できないものがあり 
ますので、注意してください。 

USB ノ\ブの詳しい使用方法は、 USB ノ\ブの取扱説明 
書をお a 冗みください。 



バスバワー型 USB ハブ 

2段連続でバスパワー型 
USB ハブを接続できません。 
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STE-03 周辺機器を使いこなす 




PC 力ードスロットには、市販の PC 力ードを差し込んで使用することができま 
す。ここでは PC 力ードの接続方法について説明します。 


PC 力ードを使う 



PC カードとは、パソコンをはじめとするコンピュータで使用できる情報メディアのことです。ク 
レジットカードと同サイズ (85.6 mmx 54.0 mm ) で、メモリやモデム、 LAN など、さまざまな用 
途で使用できます。 

③カード規格について 

PC Card Standard は、ノー トタイプのコンピュータに使用する 1 C 力ードを、コンピュータのメー 
力が異なっても、共通で使用できるように定められた統一規格です。規格統一されたカードは、 
一般に PC カード」と呼ばれています。 

PC カードスロットに様々な種類のカードを装着することでパソコンの機能を拡張できます。 
カードには、メモリ、ハードディスク、モデム、 SCSI インターフェイス、 LAN など様々な種類が 
あります。 

PC カードを使うには、本製品に、 PC 力ードを認識させるためのデバイスドライバを組み込む' 
必要があります。デバイスドライバは、あらかじめ Windows で用意されているものを使用する 
場合と、 PC カードに付属のものを使用する場合があります。どちらのデバイスドライバを使 
用するかは、 PC カードの取扱説明書をご覧ください。 , 


OCardBus 規格について 

CardBus とは PC 力ードスロットと互換性を持ちながら PCI バスに対応しているスロットのことで、 
高速なデータ転送が可能です。本製品の PC カードスロツトは CardBus をサポートしています。 


〇カードサイズについて 

PC 力ードには、現在 、 TYPE I (厚さ 3.3 mm)、TYPE II (厚さ 5.0 mm)、TYPE III (厚さ1 0.5 mm ) の3 
種類のタイプがあります。 

本製品では 、 TYPE II のカードを1枚装着することができます。 

スマートメディアや CF カードを装着する場合は、別売のアダプタを使用してください。 



(コンパクトフラッシュなど) 
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PC カードを使ろ 


— 


PC カードの差し込み 


ここでは、デジタルカメラの画像の記憶媒体として使用されるコンパクトフラッシュを例に、本 
機に差し込んで使用するまでの手順を説明します。 


〇)コンバクトフラッシュを使ってみる 

本機の電源を ON にした状態で、 PC カードを差し込むと、 
了すると、 PC カードを使い始めることができます。 


自動的に設定が始まります。設定が終 



D 


本機の PC カードスロットに、 PC カードを差し 
込みます。 

ここでは、コンパクトフラッシュアダプタに差 
し込んだコンパクトフラッシュを PC 力ードと呼 
びます。 




PC カードは差し込む向きがあります。 
無理に差し込もラとせず、方向を確認し 
て正しく差し込んでください。差し込む 
方向については、 PC カードに付属の取 
扱説明書をお読みください。 


しばらくすると、自動的に認識されます。コン 
パクトフラッシュに画像などが保存されている 
場合は、スライドシヨーなどを自動的に行う機 
能が働きます。 



この種類のファイルのディスクを挿入した 0、 デ/ ^ イスに格続するたびに、 
Windows は间じ觔作を _ 行できます： 

© 画像 

Windows が実行 t る射]作を還んで•ください。 


イメ—ジのスライドシヨ'-を表示す 

Windows ピクチャと FAX t； ユーア 使用 

IX 画像を印刷する 

^ 写臭 (D 印刷ウィザード使用 

7 フォルダを聞いてファイルを表示 t る 

レェクスブロ-ラ 使用 v 

U 市 lc •堪仉 した 軔作尥了 フ C 

1 



1 1 OK J || 

キャンセル 丨 

L J 





実行させたい機能を選択して、 [0 K ] ボタンをク 
リックします。 

機能を実行させたくない場合は、[キャンセル] 
ボタンをクリックします。 



STE-03 周辺機器を使いこなす 
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〇正しく認識できたか確認する 

差し込んだ pc カードが、正しく認識されているかどうかを確認します。 


•マイコンピュータで確認する 

例として差し込んだ PC カードは、ファイルを保存するためのハードディスクのような機器なので、 
【マイコンピュータ】の中に新しいハードディスクのアイコンが追加されていることで確認できます。 



□ 新しく接続された機器がアイコンとして表示さ 
れているのを確認します。 


•テ 7 X イスマネージャで確認する 

コンパクトフラッシュは、「マイコンピュータ」に追加されたアイコンで確認できますが、差し込 
んだ PC カードの種類によって、確認の方法は異なります。 

一般的に、[コント ロー ルパネル]の [システム] アイコンをダブルクリックし、 [ハー ドウ エア] タブ 
の画面から、【デバイスマネージャ】ウインドウを表示させて、差し込んだ PC カードが登録され 
ていれば、正しく認識されています。詳しくは、 PC カードに付属の取扱説明書をお読みくださし、。 



j ^ j 差し込んだ PC カードが表示されます。 




PC カードによっては、接続後、さらに別の 
設定を行ろものがあります。 PC カードに付 
属の取扱説明書をお読みください。 


G フアイルをコピーしてみる 



ハードディスクとして認識されたコンパクトフラッシュ 
やスマートメディア内のファイルは、そのファイルをド 
ラツグアンドドロップすることで、ハードディスクや他 
のディスクにコピーできます。 
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PC カードを使ろ 


PC カードの取り出し 


PC 力ードへのアクセス中に、本機から PC カードを取り出すと、スマートメディアやコンパクト 
フラッシュに記録されているデータが壊れる場合があります。取り外しは必ず次の手順で行って 
ください。 




參 


スタンバイ ■ 休止状態で PC カードを取り出 
すと、本機が正常に動作しない恐れがあり 
ます。 PC 力ードの取り出しは、スタンパ 
イ ■ 休止状態から元の状態に戻してから、 
必ず次の手順で取り出してください。 


デスクトツプ右下(タスクバー)の&のアイコ 
ンをクリックします。 




八ードウ I アの取り外し 

'PCMCIA IDE / ATAPI コント ローラ _は安全に取り外すこと 
ます。 


0 



「PCMCIA IDE/ATAPI コントローラードライ 
ブを安全に取り外します」を選択します。 

表示されるメッセージは、差し込んでいる PC 
カードによって異なります。 

次のようなダイアログが表示されたら X ボタ 
ンをクリックします。 



□ 


B 


pc カードイジェクトボタンを押し込みます。 

PC カードイジェクトボタンが出てきます。 

PC カードイジェクトボタンをもう一度押し込み 
ます。 

PC カードが PC カードスロットから少し出てき 
ます。 

PC カードをゆっくりと引き抜きます。 



STE-03 周辺機器を使いこなす 
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メモリの増設 

複数のアプリケーションを使っているときなどに、処理速度が遅いと感じるよ 
うになってきたら、メモリを増やしてみましよう。ここでは、メモリについて 
の基本的な知識と、メモリの±曽設方法につしヽて説明します。 


三リについて 


メモリは、作業をするときの「作業机」のようなものです。机の上が広いと作業がしやすいように、 
メモリの総容量が大きいとアプリケーションの動作も快適になります。 



⑩本機で使用できるメモリ 

本機には、増設用メモリモジュールが1個あります。メモリは、最大 384 M バイト（オンボード 
(128 M バイト） + 256 M バイトのメモリを1枚追加)まで増やすことができます。 

本機で使用できるメモリは、次の仕様の144ピン S 〇 - DIMM モジュールです。 


メモリの種類 

SDRAM 

メモリの速度 

133 MHz ( PC 133) 


A メモリは、大変壊れやすい部品です。取り 
ZlA 外したメモリは大切に保管してください。 
注意 
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メモリの増設 




メモリの取り付け 


ここでは、メモリの取り付け方法を説明します。 

A 


メモリを取り扱ろときに気をつけること 

-装着の前には、必ず本機の電源を〇 FF にしてください。 

注意■装着の前には、必ずバッテリパックと AC アダプタを取り外してください。 

-本機には必ず弊社指定のメモリをお使いください。 

■メモリは静電気に大変弱い部品です。静電気を帯びた物や人の手でメモリに触れると、メモリが 
壊れる恐れがあります。メモリを取り扱うときは、体の静電気を取り除いてください。 

( I ® 5 71ぺ _ ジ） 

■メモリの端子部には触れないでください。端子部分に手を触れると、接触不良によりメモリが壊 
れる恐れがあります。 


D 


デイスプレイカバーを閉じ、本体を裏返しにし 
ます。 



□ 増設用メモリモジュールのカバーを固定してい 
る2つのネジを取り外します。 




増設用メモリモジュールの力一を取り外します。 



□ 


メモリを増設用メモリスロットのコネクタ部へ 
斜めに差し込みます。 


參 


メモリには差し込む向きがあります。向き 
を間違えないようにしてください。 



STE-03 周辺機器を使いこなす 
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メモリのコネクタに差し込まれていない部分を 
「カチツ J と音がするまで下に押し込みます。 


増設用メモリモジュールのカバーを取り付け、 
ネジで固定します。 


バッテリパックを装着、または AC アダプタを接 
続します。 


電源を ON にします。 


[ Delete ! キーを押します。 

BI 〇 S セットアッププログラムが表示されます。 

【Auto Configuration with Optimal Settings ] 
を選択して、キーを押します。 

BI 〇 S の設定を初期設定に戻すメッセージが表示 
されます。 

0 キーを押してから、キーを押します。 

BI 〇 S の設定が初期状態に戻り、 Windows が再起 
動されます。 
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メモリの増設 


電源を〇 N にして、メモリが増えているか確認しましよう。 


D 

B 


電源を ON にします。 


[スタート]ボタン今[コントロールバネル]を選 
択します。 

【コントロールパネル】ウインドウが表示されます。 

[ノ \°フオーマンスとメンテナンス]を選択します。 


【パフオーマンスとメンテナンス】ウインドウが' 
表示されます。 


□ 


[システム]を選択します。 

【システムのプロパテイ】ダイアログが表示され 
ます。 


〔全股コンピユ-夕名ハ-ドウエア詳細設定システム©復元自動)更新リモート 




製适およ D サポート元： 

SOTEC 

WHWSOTEC.COJP 


Microsoft Windows XP 
Protessional 


使用者： 

SOTEC 


株式会社'トテ， 

く，リーズ 
かブ□セッサ 


>000000 

XXXXXX) 


I サポ-卜獅 < E ) ] 


J I キャンセル ] 適用(座 




ここに表示されている数字を確認します。 


-表示されたメモリの大きさが増えていな 
かった場合は、メモリが正しく取り付け 
られているか、このパソコンで使えるメ 
モリを取り付けたかをご確認ください。 
■本製品のメモリは、自動的にビデオメモ 
リに割り当てられます。 

そのため、実際に取り付けたメモリ容量 
より少なく表示されます。 





□ 回 IX 





C1STEP 3 


周辺機器を使いこなす 
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外部デイスプレイを接続する 

本機には、外部デイスプレイを接続するためのコネクタが装備されています。 


本機の電源を OFF にします。 


■機器の接続の前に、本機の電源は必ず 
〇 FF にしてください。 

-レジュームゃ休止状態といった省電力機 
能が働いている状態では接続しないでく 
ださい。省電力機能の状態の場合は、再 
度電源を〇 N にし、[コンピュータの電源 
を切る]から「電源を切る」を選択しパソ 
コンの電源を〇 FF にしてくださし、。 
( C ^ 26ぺージ） 



□ 本機左側面にあるアナログ CRT ポート 
(〇)に、外部デイスプレイのケーブルを 
接続します。 


■本機の電源を ON にしてから、外部ディス 
プレイの電源を〇 N にしてください。 

■外部ディスプレイを接続した場合 
Windows のコントロールパネルの[画面] 
で、「ディスプレイの種類」の設定変更が 
必要なときがあります。 

-本体ディスプレイと外部ディスプレイを 
同時表示する場合、接続する外部ディス 
プレイは、設定したデスクトップ領域(解 
像度)をサボートするものを使用してくだ 
さし、0 


回キ-を1刚すごとに、本体ディス 
プレイのみ—外部ディスプレイのみ—両方 
同時の順に切り替わります。 
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BIOS を設定する 

ここでは BIOS の概要と、 BIOS を設定するための 「 BIOS セットアッププログラ 
ム」の操作方法につしヽて説明します。 


BIOS とは 


n BI 〇 S ' 1 とは 「Basic Input Output System 」 の略称で、具体的にパソコンを動作させるためのプログ 
ラムです。 

この BIOS の設定を正しく行うことで、パソコンの性能を正しく引き出すことができます。 

本機ではあらかじめ、最適の状態で BIOS が設定されています。ただし、本機の拡張などを行った 
際には、拡張する機器に合わせて BIOS の設定を変更する必要があります。 

BIOS の設定は複雑で、誤った設定をしてしまうと、本機が正常に動かなくなる恐れがあります。' 
特に理由もなく BIOS の設定を変更しないでください。 

誤った設定により本機が正しく動作しなくなった場合には、 BIOS セットアップ画面で [Auto 
Configuration with Optimal Settings ] を選択します。 BIOS の設定を初期設定に戻すメッセー 
ジが表示されるので0キーを押してから (^1 キーを押してください。 BIOS の設定が初期状態 
に戻り、 Windows が再起動されます。 


I BIOS セットアッププログラムの起動方法 



□ 本機の電源が OFF であることを確認した後、 
本機の電源スイッチを押して、電源を ON にし 
ます。 





" SOTEC " のロゴが入った画面が表示されたら、 
delete ] キーを押します。 


しばらくすると、セットアッププログラムの起 
動画面が表示されます。 


参^> 


BIOS の詳しい操作方法については Windows のデスクトップ画面から[スタート]ボタン—[必ず 
お読みください]— [BIOS マニュアル]をご参照ください。 
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BIOS を設定する 




③項目の選択 ■ 設定の方法 


BI 〇 S セットアッププログラムは、次のキーを使って操作します。 
メインメニューの項目を左右に移動するには 00キー 
項目を上下に移動するには 00キー 

サブメニューへ移動するには [ Enter — l キー 

ヘルプを見るには r ^ n キー 


変更した設定を保存するには 
サブメニュー.メニューを終了するには 
設定値を変更するには 


㈣ 十一 
「Esc j 十一 

[PageUp l 〔 PaqeDownl キー 


BIOS セットアッププログラムの終了] 


〇設定した内容を保存して終了する 

① @キーを押すか 、 [Save Settings and Exit ] に力ーソルをあわせ^^キーを押します。 

② [Save current setting and exit ( Y / N )? Y ] とメッセージが表示されるので、13キーを押し 
てからキーを押すと、変更した設定値を保存して終了します。 

〇設定した内容を保存せずに終了する 

① 「EXIT Without Savinql に力ーソルをあわせて lEnt e » il キーを押します 0 付 

② [Quit Without Saving ( Y / N )? N ] とメッセージが表示されるので、0キーを押してから 録 

キーを押すと、変更した設定の保存を行わずに終了します。 


BIOS セットアッププログラムのメニュー構成] 


BI 〇 S セツトアッププログラムは9種類のメニューから構成され、それぞれのメニューで設定でき 
る内容は次のようになつています。 


メニュー 

内容 

Standard CMOS Features 

内部のシステムクロック(時分秒)やカレンダー(年月日）などの設定を 
します。 

Advanced BlOb Features 

起動時の各種設定ができます。 

Power Management Setup 

省電カモードで本機を動作させるなど、電源管理の設定をします。 

Auto-Detect Hard Disks 

搭載されている IDE の情報を自動的に取得し表示します。 

Change User Passwordp 

ユーザのパスワードを設定します。※ 

Change Supervisor Password 

システム管理者のパスワードを設定します。※ 

Auto Configuration with 
Optimal Settings 

BIOS のすベての項目を、工場出荷状態の最適状態に設定します。 

Save Settings and Exit 

設定した内容を保存して終了する場合に選択します。 

Exit Without Saving 

保存せずに終了する場合に選択します。 


※パスワードを忘れた場合修理サボートセンタに本機を預けていただきます。（有償) 
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廃棄について 

パソコンの廃棄は、法律や各自治体の条例などにより、廃棄方法が定められて 
います。本製品を廃棄する前にご参照ください。 


本製品の廃棄について 


本製品は、個人使用か事業使用で、廃棄方法が異なります。 

〇事業系使用済み^^ソコンの回収 ■ 再資源化業務について 

ソーテックは、2001年4月1日より事業系(法人ユーザー)の使用済みパソコンの回収及び再資源 
化業務を開始致しております。 

本件は、2001年4月より施行された「資源の有効な利用の促進に関する法律(改正リサイクル法)」 
に基づき、3月28日に公布された省令「パーソナルコンピュータの製造等の事業を行う者の使用 
済みバソコンの自主回収及び再資源化」に準拠しております。 

事業系使用済みパソコンにおける回収工程から、再生_再資源化及び処分工程までの全工程を遂 
行しております。回収 ■ リサイクルの流れは次の通りです。 

1事業系のお客様から、リサイクル専用コールセンタにて受付 

2. 全国ネットワークの回収デポにて製品を回収 

3. リサイクルセンタへ運搬 

4. リサイクルセンタ及び指定業者にて再生 ■ 再資源化 

なお、料金体系や周辺機器などの個別条件につきましても、下記の電話番号にてご案内しており 
ます。 


リサイクル專用コールセンタ 

TEL 03-5493-3756 


9:00〜 17:00( 月〜金） 

(弊社指定休業日はお休みさせてしヽただきます) 

この電話番号は、リサイクル専用です。 
製品に関するサボートには対応しておりません。 


〇個人でバソコンを所有している場合 

廃棄方法に関しましては、お住まいの各自治体にお問い合せください(2002年9月現在)。 
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廃棄について 




G 廃棄 ■ 譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意 

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってきておりま 
す。これらのパソコンの中のハードディスクという記録装置に、お客様の重要なデータが記録さ 
れています。 

従って、そのパソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内容を消去する 
ということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消去するというのは、それほど簡単で 
はありません。 

「データを消去する」という場合に、一般に 
■データを「ゴミ箱」に捨てる 
-「削除」操作を行ラ 

-「ゴミ箱を空にする」コマンドを使って消す 
-ソフトで初期化(フオー マッ ト)する 
-リカハ'リ CD を使し、、工場出荷状態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデータ 
のファイル管理情報が変更されただけで、実際はデータは見えなくなっているという状態なので 
す。つまり、一見消去されたように見えますが、 Windows などの〇 S のもとで、それらのデータを 
呼び出す処理が出来なくなっただけで、本来のデータは残っているといラ状態なのです。 

従いまして、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読み取る 
ことが可能な場合があります。このため、悪意のある人により、このパソコンのハードディスク 
内の重要なデータが読み取られ、予期しない用途に利用されることがあります。 

パソコンユーザが破棄_譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するという 
トラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、ユーザの責任において 
消去することが非常に重要になります。消去するためには、専用のソフトウェアあるいはサービ 
ス(共に有償)を利用するか、ハードディスク上のデータを金槌や強磁気により物理的 ■ 磁気的に 
破壊して、読めなくすることを推奨します。 

〇不要になったバッテリバックの取り扱いについて 

不要になったバッテリパックは廃棄せずに、充電式電池リサイクル協力店にお持ち込みください。 
返却される際は、ショートによる発煙 ■ 発火防止のため、端子にセロハンテープなどの絶縁テー 
プを貼ってください。 
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■本書の仕様、情報(本製品、ソフトウェアを含む)は予告なしに変更される場合があります。本製品ならび 
に、ソフトウェア、マニュアルを運用した結果については、いっさいの責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。 

-本書で紹介されている各ソフトウェアは、ライセンスあるいはロイヤリテイ契約のもとに供給されてい 
ます。 

ソフトウェアおよびそのマニュアルは、そのソフトウェアライセンス契約にもとづき、同意書記載の管理 
責任者のもとでのみ使用することができます。よって、それ以外の目的で当該ソフトウェア供給会社の承 
諾なしに無断で使用することはできません。 

■ 本製品にあらかじめインス I ルされている Wind 〇 wsXP 以外の〇 S については、サボートの範囲外とさせ 
ていただきますので、ご了承ください。 

■本書の全ての内容は著作権法によって保護されています。株式会社ソーテックの許可なしに、本書の内容 
の一部または全部を無断で複写、転載することを禁じます。 

•本製品で録画■録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権上、権利者に無断で使用できません。 

I © 2002株式会社ソーテック 
WinBookWL シリーズユーザーズガイド 
2〇〇2年1〇月初版 

■ Intel 、 Intel ロゴ、 Pentium 、 Pentium ロゴ、 Celeron 、 Celeron ロゴは米国インテル社の登録商標です。 
■ Microsoft 、 Outlook , Windows 、 Wind 〇 ws XP および Wind 〇 ws ロゴは米国マイクロソフト社の登録商標 
です。 

- VGA は米国 BM 社の登録商標です。 

■その他、記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。 
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